
被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 1月17日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

1カ月検診の時こC)先生に粉ミルクを2缶
いただきました。たすかりました。ありが

とうございました。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 1月17日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

・母子の安全確保。

・非常食配給のかたよりを改善。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 1月17日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

地震当日の夕方出産してそのまま 1週間
入院しました。野戦病院のような院内で通

常の医療がうけられるとは思っていないの

ですが、本当ならば受けられるはずの手当

てや医療を何ら説明がないままうけずに退

院したことに不満と不安を覚えました。ま

た、退院後私自身精神的におかしくなりカ

ウンセリングしていただきました。地震と

出産が重なったせいで大きなストレスがか

かり失感情症、失体感症になったとのこと

でした。入院中にそういうことに関する診

療なりカウンセリングがうけられればよい

と思います。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 1月17日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

・停電の時などの非常電源の充実

・消毒液その他の薬品類のストックの充実

又他院からのすばやい援助

．妊婦 またその他病人の非常食と飲み水

（実際に困りました）

・地震後暖房がきかず廊下の窓も割れ毛布

1枚ですごく寒かったです

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 1月18日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

病院の方で食事の用意をするのが大変

だったみたいです。こんなとき非常食をそ

なえておいていただけたらと思います。あ

とは水の確保を必要だと思いました。
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被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 1月18日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：芦屋市

お医者様も大変とは思いますが小さな町

の病院、医院の先生はすぐ避難所に行かず

に大きな病院と連絡をとる設備、準備を整

えていただいてとりあえずお医者様のそば

にいるだけでも安心ですので（今回近くの

お医者様全員おられなかったので）そうし

てもらえたらと思います。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 1月18日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

私の入院していた00病院では本当によ
くしていただきました。けれど返ってけが

をされた人達がろうかで私と子供が個室で

何だか申し訳ないきがしました。はじめて

の出産で何に関しても心配だったので肌着

1枚にタオルの子供が大丈夫か気になった
冬だったのでさむかったので、母と交代で

子供を抱いてぬくめていました。やはり受

け入れる側も毛布の予備や子供の肌着だけ

でなくお古でもいいので着るものなど用意

してあげたらと思う。私も同じ入院してい

て全壊で身ひとつでいらした妊婦さんに寝

間着や赤ちゃんのふくをあげました。その

人は何もないことをすごく不安がっていて

ずっと看護婦さんに言っていらしたので何

だかかわいそうで。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 1月18日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

※すぐに出産できるようにしてほしい。

（病院もどこがやてるのかさがすのにも何時

間もかかりました。）私は、病院まで車の

渋滞のため半日車の中でゆられていまし

た。（病院について 1時間後に出産）
・すぐに水と幼児食を援助してほしい。



被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 1月19日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

どのような災害時でもとにかく生ませて

もらえれば幸いと思いました。今回の出産

時はガスも水道も出ない状態で衛生的には

決して良い状態とはいえないなかでの出産

でしたが先生方や看護婦さんたちが普段と

かわりなく接して下さっていたのがとても

心強く救いになりました。今にも生まれそ

うでも生むところがない（病院がこわれ

て）人がたくさんいたと思います。そうい

う場合どこの病院へいけばいいのかもっと

たくさんいろんな手段で情報があればいい

とおもいました。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 1月19日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

水や食事、ミルクなどの必需品の不足よ

りも医師、看護婦、保健婦、助産婦といっ

た方々の人手不足のほうがこたえました。

精神的にも支えられることの多い医療関係

の方々の素早く適確な派遣をお願いしたい

と思います。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 1月20日妊娠週数： 36週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

紙おむつ、粉ミルク、哺乳便、清浄綿、

おしりふき、生理用ナプキン、調乳用の水

は絶対必要なのである程度備蓄しておいて

ほしい。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 1月21日妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

食糧、衛生

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 1月21日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：氷上郡

地震当日に、車で移動しましたが、普段

1時間で行ける所に 1日かかりました（実
家にはとても行けませんでした）病気やけ

がをした人はもっと困ったと思います。非

常時には病人をのせた車は優遇して欲しい

と思います。
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被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 1月22日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

・検診や出産ができる医療機関をマスメ

ディアなどを利用して速やかに情報伝！、

達して欲しい。

・ミルク、おむつ、哺乳びんなどとりあえ

ず退院後すぐに必要となる物は医療機関

を窓口として支給してほしい。乳児をも

つ母親全てに対して（薬局、スーパーが

つぶれてなかったし開店しても物がな

かった。私は幸い看護婦さんが病院の

物をゆずってくださり大変助かった）

•あんな時だからこそ母乳がでるように看
護してほしい（食事は悪く、マンママッ

サージもしてもらえず出なかった）

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 1月25日妊娠週数： 40週帝王切開

出産病医院の住所：尼崎市

私の場合一人目が帝切で、今回は自然分

娩を希望し努力していた所、この震災にあ

いました。かかっていた病院は、被害がひ

どいので他をあったてほしいとのことでし

た。電話も不通の中公衆電話で病院をさが

しかけるのも大変でした。病院をさがして

も地震の直後は、道路が、パニック状態で

病院まで5• 6時間もかけて行かねばなり
ませんでした。非常時の備えとして近くの

市や県の病院リスト等を母子手恨といっ

しょに渡す様にすればどうでしょうか。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： i月26日妊娠週数： 37週帝王切開
出産病医院の住所：尼崎市

いつどこの病院へいっても今ままで検診

を受けていた病院と同じように検診や今ま

での状態がわかるように横のつながりを

とっていてほしい。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 1月27日妊娠週数： 41週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市西区

急に産気ずくと不安になるので紹介状が

なくても受け入れてほしい。地震後ある病

院へ電話したら紹介状がないとダメといわ

れた。 （お産をした病院はこころよく受け

入れて下さったので感謝しています）



被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 1月27日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：伊丹市

病院の被災状況（診察可能か否か）の情

報が遅かったので重い身体で、自分の足で

見に行くことになったので、できれば、せ

めて、通院中の看者（臨月の人に特に）

へ、連絡してもらいたい。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 1月28日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：多紀郡

非常事態になても電気がつくように、い

つでも湯がでるようにしておいてほしい。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 1月30日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

精神的に落ちつけるよう援助してもらえ

れば有り難い。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 2月1日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

今回の地震で通っていた病院が（避難命

令が出たこともあり）玄関のはり紙ひとつ

なしで連絡不能になり心細い思いをしまし

た。せめて紹介してくださるとか他の病院

に移るとしても何か方法がなかったものか

と思いました。突然、診察に行ったこC病
院では親切にしていただき安心して出産で

きました。病院側も被災者だとは思います

が出産という大変な時に産婦が安心して望

めるようにお願いしたい。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 2月2日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

地震前にかかっていた個人病院が、こわ

れたり、避難してたりして、病院と連絡が

つかず、あちこち何軒も電話をして断わら

れて、やっと受け入れてくれる病院が見つ

かったが、予定日間近であせったという話

を何人も聞いた。出産予定間近の場合、大

変あせると思うので、もっと早期に情報を

しっかり流してほしい。 （ケガ人優先もわ

かるが妊産婦の存在も忘れないでほしい）
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被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 2月3日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

どこの病院が受け入れてくれるのか情報

がほしい。異常があった場合、救急車でか

かりつけの病院へ運んでもらいたい。個人

の産婦人科にも手術用の水などを確保でき

るよう行政に頼みたい。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 2月4日 妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：川西市

かかっていた病院が全壊しもよりの病院

を探したがけが人や重病人が優先され妊産

の入院はあまり歓迎されなかった。状況は

理解できるが自分の安心出来る土地で出産

できなかったのは残念です。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 2月 6日 妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：小野市

・緊急にお産になったり、出血したりした

場合の病院への連絡や交通手段の確保、

人命救助（赤ちゃんとお母さんの命））

・必要な物資の確保。とにかく、出産に臨

める体制をつくってほしい。場合により

医師の派遣なども含めて。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 2月 6日 妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：三木市

・救出の優先順位のUP。
•横になって休める場所の確保。
・診察ができる場所の確保。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 2月7日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

・病院情報を迅速にしてほしい。

・救急車等の輸送車両の対応の強化。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 2月7日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

ライフラインを確実なものとし妊婦に不

安をあたえないようにして欲しい。



被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 2月8日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

早急に検診が受けられること。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 2月8日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

今回の地震で今までと同じところで産め

るかどうかすごく心配でした。でもすぐに

水もとおって「入院できます」といわれ安

心しました 別のところで産むというのは

すごく不安です。お産のときもかんごふさ

ん1人でしたが無事産めてよかったです。
食べ物の困難中にすごくおいしい食事をさ

せていただきました。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 2月8日 妊娠週数： 42週自然分娩

出産病医院の住所：姫路市

お風呂屋さんで、他の人と一緒に入浴す

るのにお腹が大きいので、とても抵抗があ

る。産婦人科のお風呂を使わせてほしい。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 2月11日妊娠週数： 36週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

私が今回の大震災で一番、考えたり、悩

んだりした事は、家族についてでした。主

人の家族と同居という事になってしまった

のですが、入院中もその事を考えるとイラ

イラしたり悩んだりでおなかの子供には、

とってもよくない状況だったと思います。

その様な時に、相談できる様な人がいれば

よかったと思います。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 2月13日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：姫路市

皆さんがケガをして避難所に行くと思い

ますので 避難所にある程度の薬、器具を

説明書等もそえて常備するといいと思いま

した。 （薬の使い方、急な手あての仕方な

ど）
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被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 2月15日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：川西市

外傷といえるけがをした方の治療も大切

ですが妊産婦は病気でないとはいえたとえ

けががなくても精神的なショックなどでも

おなかの赤ちゃんの状態はかわると思うの

で災害後はなるべく早く検診をうけられる

ようにしてほしいです。実際1/17に臨月を
むかえてから 1週間後に検診をうけるまで
は不安でした。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 2月15日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

•清潔な水、沸膜させるための簡易機具、
清浄綿（大きめのもの）赤ちゃんの顔が

ふける<‘らい

・大判のバスタオル（毛布ではかぶれる人

もいるので、おくるみにもなる）

・出来れば一般の病人、子供を含む健康な

避難者、乳児を含妊産婦をわける。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 2月16日妊娠週数： 41週帝王切開

出産病医院の住所：神崎郡

・緊急時の医療体制の確立

（適切な治療の受けられる場所の確保や、

正しい情報が早く得られるような情報伝

達の確立）

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 2月19日妊娠週数： 37週自然分娩
出産病医院の住所：神戸市西区

衣、食や入浴、排泄などの設備が優先さ

れること。あと精神面での指導、適確なア

ドバイザー。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 2月24日妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

どこの病院が検診や出産可能な状態かと

いうことを早く知りたい。



被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 2月24日妊娠週数： 36週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市中央区

優先的に母子の安全を確保してほしい

避難所などでは老人や子供を優先してい

りょうにあたり母体の安全は後回しであっ

た。お腹のなかの子供が生存しているかど

うかわからないまま何日も避難所にいたた

めとても不安であった。流産や早産の危険

もあるため。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 2月25日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：西宮市

私の場合病院が水、ガス共前日 (2/24)

迄不通だったのですが早いうちから「大丈

夫、任しておいて」と言われていたので精

神的にすごく安心でした。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 2月26日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

震災前に行っていた病院に通えなくなり

ましたが、赤ちゃんの（おむつミルク）な

どを頂き、また事務員さんなどの対応がす

ばやく適切であったように思います。外か

らのニーズを無駄なく受け入れ対応できる

ことを希望します。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 2月28日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

やはり自分の事よりも、お腹の赤ちゃん

の事の方が心配なので、何かあれば、す

ぐ、どこでも、診察してほしい。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月1日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

検診時のカルテ等がスムーズに他の医療

機関での対応に応用する様になっていれば

良いと思う。
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被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月2日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

今回の場合私は生まれてくる子供の為に

特にきをつかっていた。食生活が大きく変

わってしまいました。アトピー予防のつも

りで“卵”をやめいちにちの食品もなるべ

く食べたこと。この様な事が大変だったで

す。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 3月4日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

1月19日に六甲アイランドから西宮北口

まで歩いた。 34週だった。非常時だったの

で援助は何も期待しなかった。安全な避難

方法など提供してもらえたら良かったので

はと今にしてみれば思う。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 3月4日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

医院も被害にあっており、ものすごい状

態の部屋で、地震の 3日後にみてもらうこ

とができた。友だちのところはちがう産婦

人科だが、地震以後2カ月たっても“見通

しがつくまで休業”とはり紙をしたままお

医者さんが行方不明になっていて、不安そ

うだった。天災は予知不可能だから、実際

にあったとき、妊産婦は必ずここにいけば

安心して診察もうけられ、赤ちゃんもうめ

るという施設が必要。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 3月5日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

地震で家が傾き、 2日間、車の中ですご

しました。特に、おなかのひどい痛みはな

かったのですが、よく張ってきたので、

（胎動もあまり感じなくなった）、伊丹の

実家に帰ることにしたのですが、電柱がた

おれ、どの道もふさがれたので駐車場から

出られず、実家から、むかえに来てもらう

ことにしました。しかし、国道2号線な

ど、妊婦がいるからと言ってもなかなか通

してくれず、けんかごしで来てくれたよう

です。もう少し、妊婦に対して、配りょを

してくれればと思いました。



被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 3月6日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

水が使えないためポイラーが作動せず病

院内がとても寒く内診をうけるときもガタ

ガタふるえてしまいました。トイレも水が

流せないので使うのをちゅうちょしまし

た。病院は非常時もできるだけ診察ができ

るよう設備を整えてほしいと思います。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 3月6日 妊娠週数： 40週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市東灘区

体がふけつになるので、なるべく多く入

浴ができれば良いと思います。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月6日 妊娠週数： 42週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

カルテなしでも、すぐに見てくれた00
病院にとても感謝しています。どう伝えた

ら良いかわかりませんが、心からリラック

スして、生む事ができ、とてもうれしいで

す。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 3月7日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

1オ6ヵ月の長男と妊娠8ヵ月の身重でし
たので十分な水や食料、おむつなどもなく

また寒さもつらく比較的被害も少なく人々

も冷静だった六甲アイランドでも私は非常

に不安でした。正直なところ老人ばかり優

先でしたが老人よりも乳幼児や妊婦を優先

したほうがいいと思います。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月7日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

今回の地震で通院していた病院の状態が

分からなかったことが不便でした。｀出産予

定日が近かったのでいつ何時どうなるかわ

からなかったのですぐ電話したけど通じな

かったしテレピやラジオでも何週間も病院

の状態がわからなかった。ものすごく不安

なものでした。すぐ出産できる病院をテレ

ピやラジオでながしてほしいと思います。
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被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 3月8日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

病院のでんき、ガス、水道が必ず使える

ようになっていること。電話も。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月9日 妊娠週数： 37週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市東灘区

．妊娠後期の妊婦は塩分をひかえた食事に

気をつけなければならないが決められた

（配られた）弁当などしか当たらない。

また私事ですが地震後2回目に検診を受

けたときに安静といわれたが安静などと

ても出来なかった。

・健康診断とかは避難所などでよくおこな

われてきましたが妊婦検診は稀だったま

た、あったとしても遠くて大きなおなか

でとても行けない。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月9日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

今回の地震ですぐに検診を行えない状況

だったので内科などの先生は避難所へい
らっしゃていたが産科の先生もいてほし

かった。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月9日 妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘灰

患者さんはたくさんいて、先生はとても

お忙しいと思いますが、できるだけ話を聞

いてほしいです。いつもおったてられてい

るような診察は、不満に感じます。非常事

態ほど、妊婦の精神状態が悪くなる時はあ

りませんので。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月10日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

地震後、胎児が気になったので親せきの

近くの産婦人科に行きましたが、 (00 
O)のその医院でお産をしないとわかった
らあまり真剣に診察をしてもらえず、診察

費も高かった。こういう非常時の場合は、

お金をあまり持っていない方もいらっしゃ

るので無料で診察をうけいれるシステムを

考えて頂きたいと思います。



被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 3月10日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

とにかくおなかの赤ちゃんの状態がすご

く気になります。自分ではどうしてもわか

らないので、すぐに健診してほしいです。

だから どこの病院だと、きちんとみても

らえるのか という情報がすぐに欲しい。

交通機関がなく妊婦が長距離を歩くのはつ

らいので、できれば往診にきてもらえると

非常に助かると思います。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 3月10日妊娠週数： 週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

先生が（病院はこわれていないのに）突

然なんのフォローもなくさっさと避難した

から、後に水とガスがないからという理由

だけだと別の知人のお医者様からきき今後

の指示ぐらいはできるしカルテぐらいはだ

せるだろうと思い非常に怒っています。地

震より 3カ月たってもなんの連絡もつかな

かった。前述のとおり、地震の際本当に心

からお礼を申し上げたいお医者様もいら

しゃった反面、 00町の△△産婦人科は妊
婦の状態（出産予定日）がわかっているに

もかかわらず、病院、自宅にいくら連絡し

ても（地震後数力月）直接たずねても「休

診」のはりがみのみ。カルテももらえず、

すべての検査をとびこみで受けてくれた病

院でやりなおした。診察をしなくても事務

的なことぐらいしてもいいと思う。あまり

の常識のなさに不信感をもった。産婦人科

学会の方より厳重に注意をお願いします。

△△産婦人科のどなたかは、 00大産婦人
科だと聞いています。 00区では、この話
は大変有名です。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 3月11日妊娠週数： 37週吸引分娩

出産病医院の住所：西宮市

今回の災害で、被災して妊婦で早産が危

ぶまれていても、外科的な病人が多く、そ

ちらが最優先されるので、仕方がないとは

言え、妊婦の健康（母子共に）が軽くみら

れ、扱われているのを感じました。 （非常

時で仕方がないと思いますが）

又、地震後、かかりつけの医院が水もガ

スも 3月上旬まで止まっており、かと言っ

て大阪まで動けず（早産しかかっていて）結

局、さいごの診察（地震前）から 2カ月ほど

通院出来なかった。動けない妊婦に対する

出張の医療があれば、と思います。
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被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月11日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

今回の病院や市の対処は何につけても遅

いと感じた。消防署で、近所の人が生埋め

になっていると言っても、後にしてくれと

言われた。 （救急車がすぐ近くまで来てい

るのに、進めず現場になかなか着かな

い。） （地震当日の水、食料の配布がな

かった。）など

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月15日妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

場所はどこでもよい（病院でなくてもよ

い）のですが婦人科のDrが常に待機して

いて欲しい。そしてそのことをしりたかっ

た。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 3月15日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

水くみ等ハードな仕事だけでもなるべく

援助してもらうとか病院も大変な時なので

検診は無理でも異常のないことの確認だけ

でもしてほしい。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月15日妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：加古川市

お風呂に入れないので病院などで消毒剤

のようなものを配布して欲しかった。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月16日妊娠週数： 37週吸引分娩

出産病医院の住所：尼崎市

早産の心配があったのですが分娩（緊

急）処置の可能な病院の情報がしばらくわ

からず不安でした。どこの病院が受け入れ

可能かという情報をパソコン通信またはメ

ディアで出来るだけ早く教えて欲しい。



被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月17日妊娠週数： 40週帝王切開

出産病医院の住所：高砂市

私自身は避難所では 1晩すごしただけで
すが、冬だったので冷えが心配でした。ま

た、人が多勢ひしめいているため空気も悪

く、ゆったりと体を横にしたりすることも

はばかられました。できれば妊婦は妊婦ば

かりの避難所とか、赤ちゃんをかかえた人

だけの避難所とかあれば気もあまり使わ

ず、共通の話題で話ができて心強いと思

う。私は子供が泣くたび、 “あああの時う

まれてなくてよかった。”と今でも思いま

す。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 3月18日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

私の場合は8か月に入った所の地震だっ

たので出産できる所があるのか交通できる

道があるのかわからなくて不安でした。自

宅で出産するにも水もガスもなく（どちら

も3/10に出ました）どうしようと思ってい
ました。幸い妊検を受けていた病院から出

産できるから安心してと電話をいただき

ほっとしました。問題は交通面です。もの

すごい渋滞のなか病人、産婦ののる車は救

急あっかいにしてもらいたいです。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 3月18日妊娠週数： 29週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

妊産婦に対する医療ももちろん大切です

が、この度の大震災で本当に食べるものも

ろくになくて、栄養がどーしてもとれない

状態だったのでサプリメントか何かを少し

でも、妊婦さんやご老人などに支給されて

いたらなぁ…と思いました。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月18日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市長田区

健診をやってくれるなら各区ごととかた

くさんでやてほしかった。兵庫のあたりで

やっていたらしいが、時間がかかりすぎ

て、しんどくて行けない。救援物資ももっ

と栄ようを考えて欲しい（ぜいた＜ ？）塩

分のとりすぎで大変だった。でも、それし

か食べる物がなかったし。
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被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月18日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

・健診をうけれるような所を一時的でもい

いので設置する。

・入院、分べんの受け入れを明確に伝える

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月19日妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市東灘区

衛生面で、お風呂には、毎日、入りた

かったけれど、週に2回入ればいい方だっ

た。その為か、 “ぢ＂になりかけて、あわ

てて、ウォッシュレットを使った。又、い

ろいろな所へ、お風呂に入りに行ったけれ

ど、それだけでもとても疲れた。地震のと

きは、冬だったので、まだ、ましだったけ

れど、お風呂にだけは、妊娠中は、特に毎

日入りたいと思った。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月20日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

・精神面のケア

・休養場所の確保

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月21日妊娠週数： 41週帝王切開

出産病医院の住所：尼崎市

地震後異常がないかどうか検査を実施し

ているというニュースを映像でみて自分も

かかりつけの産婦人科に行った。ニュース

の映像という形ではなくメッセージとして

呼びかけた方が妊婦全員に伝わると思う。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月21日妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：加古川市

最低限、お水、ガスが十分に供給される

様になってほしい。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月22日妊娠週数： 35週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市兵庫区

出産費用の補助。



被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 3月24日妊娠週数： 37週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市中央区

大災害の折には病院もパニックになるの

か、病気やケガとは違う、妊婦検診どころ

ではないという感じでしたが、妊婦にとっ

ては、よりどころであるし、救急の医療と

は別で、考えて欲しい。妊産婦には、まず

安心して落ち着ける住まいの確保をするた

めの援助が必要と思う。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 3月25日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

地震から 4日目でインフルエンザにかか

り自宅では上の2人の子供もおり大阪の姉

の家に移転しましたがその移転時に車では

（道路が緊急車両のみ）行けずすっかり

困ってしまいました。そういうときに救急

であっかうよう便宜をはかるようして欲し

かったです。 （通常の妊婦ではなく妊婦の

異常時）

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月26日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

病院を変わらざるをえないのに紹介状を

書いてもらえず、今までのデーターも新し

い病院にまわっていないのが不安でした。

病院と病院の連絡がうまくいけばいいなと

思います。又、地震直後電話回線が不通と

なり幸い体は大丈夫だったのですが、万一

何かあった時の連絡方法があればと思いま

す。診療ではありませんが出産後、母乳が

いいというのはわかっていますが、なかな

か出ない時でも授乳室の方の接し方が非常

につめたく、毎日、授乳時間が地獄のよう

でした。初産ということもありいろいろ心

細い時、ましてあの大きな震災の後精神情

態も不安定な時なのでもう少しケアを心が

けてほしかった。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 3月26日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：氷上郡

•お腹の胎児（母体）のみでなく、その兄姉

達の安全確保（母親と離ればなれにならぬ

様に）

・事態後の精神面への介護。
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被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 3月28日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

精神的な不安を取りのぞいてほしい。今

回は、震災の数日後に主治医より電話をい

ただき、大変安心しました。

衛生面の援助がほしい。何日もお風呂に

入れないので、不快だし、精神的にもイラ

イラしました。清浄綿やナプキンを親類に

届けていただきました。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月28日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

・救援物資（特に食糧）を配る際、長時間

立ったまま、寒い中ならんだので、でき

れば体の弱い人や妊婦は、優先させてほ

しい。

•いつ体の具合が悪くなるか不安だったの
で、どこの病院なら、すぐに診てもらえ

るか、情報が欲しかった。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月29日妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市灘区

やはり通常と違うことを多々不安になる

のが当り前。どこへいっても生活は変わり

なくとも信頼しているDrやナースとはなし

をするだけでも安心するもの。逢える（開

院）ともっとうれしい安心するケド電話が

通じる様な場合なら『現在ここの場所で医

療のてきせつな看護がうけれす。こごの病

院でお産ができる』など連絡してもらえる

だけでもと思います。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 3月29日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

妊産婦としてこの度の地震で体の異常は

幸いにもなく、無事出産に至ることができ

ましたが、もう後期であったためと、洗浄

のため1日おきに病院に通うことは、体の疲

れと、交通機関の不自由さのため、大変な

苦痛でした。また、水やガスなどに断たれ

満足にトイレや風呂が使用できない状況

は、何にもまして、つらかったです。そし

て、病院の情報、通院可能はところの確保

ができればと思います。



被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月29日妊娠週数： 34週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

私自身は出産前で援助の必要性はあまり

感じなかったのですが、もし赤ちゃんがい

たら•••と考えるとすごく心配になります。
粉ミルクのこと、紙オムツのこと、衛生面

のこと、離乳食のこと、赤ちゃんは抵抗力

がなく病気になると重症になる場合も多い

ので、もし非常事態になったとしても赤

ちゃんだけは普段の生活に近い状態である

様にしてほしい。 （粉ミルク・紙オムツ・

離乳食•お湯はすぐ手に入るようにしてほ
しい。）

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 3月30日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：西宮市

お風呂にゆっくり入れる（ストレスをと

るため）ようにしてほしい。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月30日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

どのような事態であっても出産、疾病の

手当てができるよ万全の態勢をとっといて

ほしい。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 3月30日妊娠週数： 37週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市中央区

どこにいけば診察がうけられるのかとい

う情報をどこに聞けば、すぐわかるのか

(119番以外で）ということを、日頃か

ら、明らかにしておいてほしい。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 3月31日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

入浴。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 3月31日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：芦屋市

今回 仕方がなかった事だとは思います

が、外来診察が2週間程なかったので妊産

婦に対する外来はできるだけ早く初めてほ

しいです。
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被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 4月3日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：加古川市

体も清潔にしたかったのに何日もお風呂

にはいれず気になりました。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 4月3日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

私の友人の話ですが、地震直後に出産し

たのですが子供だけ別の病院に移されて母

子バラバラになったそうです。子供に異常

があったりすればはなしは別ですが、設備

等の問題もあるとは思いますが、できるだ

け母子一緒にいられるようにして下さい。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 4月5日 妊娠週数： 40週鉗子分娩

出産病医院の住所：明石市

ピタミン剤その他の配布やもっと早くお

医者様が避難所へきて下さるとか、その後

受ける検診を無料にして下さるとか、大阪

へ行ったがけっこう冷たくあしらわれ（う

ちではみれません）と言われた。受け入れ

てくれる病院が少ない（私の場合8か月半

だったためと思われるが）

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 4月7日 妊娠週数： 36週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

とにかく不安だったので私は、いざとい

う時にすぐ診ていただける病院とかを知ろ

うと思いました。最初は電話が使えなかっ

たので果たして病院が大丈夫なのかどうか

もわからず、もし調子が悪くなったらどう

しようと不安で家族にもとても心配をかけ

ました。今回はかつてない災害で非常時

だったので、自分のことは自分で何とかし

なければならないと思ってはいましたが、

今回の災害をふまえて、このような災害時

に地域に密着した救急病院やお医者様の情

報、カウンセリングのシステムなどがあっ

てそういうこと知っていればもう少しは安

心できたのではないかと思います。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 4月7日 妊娠週数： 33週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

行きつけの医院のカルテがどこでもわか

るようになればよいと思う。 （難しいとは

思いますが・・・）



被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 4月 8日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：西宮市

・水、食糧の確保。

・休けい室の確保。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 4月10日妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

妊娠していたので被災中はおふろに入る

ことが4-5にちに1度だったので少しつら
かった。たいがい有馬などの温泉だったの

ですが妊婦なのでまわりの人の目がきにな

りゆっくりと入ることがしにくかったで

す。しかたが無いことなのであの時はがま

んしましたがもういやですね。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 4月10日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：

水、食事の援助やポランティア医師の診

察等。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 4月10日妊娠週数： 37週帝王切開

出産病医院の住所：西宮市

情報が不足しがちなので（どの病院が開

いているのか診療が可能か否か）など動き

がとれずに困った。 （妊婦診が 1回抜けた
のでその間不安だった）

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 4月12日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

ずっと昔から人間は普段の生活の中で出

産をしてきたわけですから例外的な難しい

お産を除いては電気、ガス、水道などが跡

絶えていたとしても何らかの工夫により出

産は出来るのだという知恵や安心感を妊婦

に与えることは大切だと思います。もちろ

ん緊急事態に素早く対応できる医療システ

ムも必要だとは思いますが医療がなければ

だめという思いこみや依存をとりのぞき落

ち着いて自分と胎児を守る方法を考えられ

るための情報提供やメンタルなサポートが

得られる体制を希望します。
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被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 4月13日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

・配給の列に並んでいるとしんどくなった

ので時間をきめて取りに行けたらと思っ

た。

・診察をうけれない時は不安だったのでど

この病院がみてもらえるのかしりたかっ

た。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 4月13日妊娠週数： 週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

定期検診等を専門で受けてくれる病院が

あれば有難いと思います。（テレビで開いて

いる産婦人科を探した為）

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 4月13日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

もとの病院にも保健所にも連絡がつなが

らずどうしようと 1週間近ぐ悩みました。

情報だけでもほしかったです。 1週間後区

の医師会にようやくtelがつながっても「元
の医院の先生は無事です」ということしか

わからない状態でした。まずどうしていい

のかわからないので話の開ける窓口みたい

なものは必要だと思います。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 4月13日妊娠週数： 38週帝上切開

出産病医院の住所：宝塚市

たまたま安定期に当たったので時に不都

合なことはなかったが妊娠初期であれば食

事の不便、妊娠後期であれば精神的に不安

なことがあったと思います。妊婦専用の相

談窓口が医療機関等にあれば心強いと思い

ます。また特に「水くみ」等で援助があれ

ば非常に助かります。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 4月13日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

優先してほしい。



被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 4月14日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

ガス爆発の恐れがあるとかで、避難勧告

がでたとき、寒い中徒歩で避難しろといわ

れ、当惑した。お年寄りや乳児をかかえた

方（もちろん妊産婦も）はどうしたので

しょうか。言われた通りしただった方や、

そうでない方、 （じっとしていた方も多

かった）いろいろいらして、結局はどうも

なくて、寒い中避難された方はバカを見た

結果になりましたが、逆に大ばく発してい

たらどうだったでしょう。もっと、勧告の

中身の必要性、どの程度なのかくわしくわ

からなくても最悪の場合どうなるかとか詳

しく報道してほしいと思います。逃げた＜

ても逃げられない人もいるのですから。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 4月14日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：豊岡市

私の場合、 8カ月の時に被災し体は順調

でよかったのですが、恐怖のあまり寝不足

になったり、不安で不安でしかたなかった

り感情的になったりと不安定な状態が続き

ました。何か心のケアもお願いしたかっ

た。

被災時住所： 神戸市東灘区初産婦

出産日： 4月15日妊娠週数： 40週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

・病院まで安全に行くことができる交通手

段の確保。

・電話など連絡手段の確保。

•安心して出産できるような（緊急時にお
いても）設備や人材の確保。

．妊婦の栄養（食べ物の確保）。

・赤ちゃんのミルク等の確保。

被災時住所： 神戸市東灘区経産婦

出産日： 4月16日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：西宮市

精神面で安心できる様に、ささえてほし

いのと、もしの時、安心して出産できる場

所の確保と、お医者様による検診をすぐ受

けれるようにしてほしいものですね。

-12-

被災時住所： 神戸市灘区 初産婦

出産日： 1月18日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

私は以前からかかっていた病院にあの日

の朝すぐに確認できたのですが、情報が．

入ってこないなかあちらこちら走り回られ

た方もいらしたようで本当に恐ろしかった

ので少しでも情報がえられればと思いま
す。

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 1月19日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

私の場合は地震のとき病院（入院中）に

いたわけですが看護婦さんが一生懸命お世

話してくれたおかげで何もせずに過ごすこ

とができ有難く思っております。……がそ

のとき暖房が止まり産後だったにもかかわ

あずかぜをひきかなりしんどいおもいをし

ました。他の人に比べればなんでもないで

すがそんなときのためにうすい毛布一枚し

かないというなは...と感じております。

被災時住所： 神戸市灘区 初産婦

出産日： 1月19日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

出産前よりも出産後のことで心配が多い

と思います。 （母乳の出が悪くなったとき

に、人工乳や赤ちゃん用のきれいな水、紙

おむつなど、乳児をかかえて区役所などに

もらいにいけない）私は地震後すぐの出産

だったので安全にしかも食べるごとやトイ

レも心配せずにすんだのですが地震の前に

退院されていた方々はとても大変だったと

思います。

被災時住所： 神戸市灘区 初産婦

出産日： 1月19日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：三木市

知人で1/15地震前に出産して00（神
戸）での人にはほ乳びんも17本やおむつミ

ルクなど毎日のように（市）からもらえ

たって言ってました。でも私のように地震

にあって陳痛きて神戸市の病院に（なにも

今、してあげれないと言われて△△にきて

産んだ人ら（けっこう垂水とかからも妊産

きてました。）には何一つ別に、もらって

ません私らの方がたいへんな目にあったの

になぜでしょう。でも、ケガもなく無事に

出産できた事で良かったと思います。



被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 1月20日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

交通手段の確保、マイカーのない人間は

医者にいくこともできない。栄養面や衛生

面の援助はもちろんだがメンタルケアの必

需性を感じた。自分の実家にいてさえ長時

間になるとストレスが強かった。一度退院

するとなかなか通院もできないので退院す

るのが怖かった。私のかかっていた医院は

産科、内科、小児科をかねてて安心できた

ので。

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 1月20日妊娠週数： 43週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

物質的な援助もさる事ながら、看護婦の

方が、大変な中でその大変さを少しも顔に

出さずに頑張ってられる姿にとても力づけ

られました。精神的な事がとても大切に思

います。

被災時住所： 神戸市灘区 初産婦

出産日： 1月21日妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

今回の地震で出産で入院する予定だった

ことろに連絡がとれず、すごく不安だっ

た。予定日を過ぎていたし陣痛もあったの

で特にそう思った。 119へ電話しても出産
に対応できる病院がわからないといわれ

どうしたらいいのかわからなかった。ああ

いう災害のときもっと早く対応できる病院

の情報があればいいのにと思った。たとえ

ば、よていしていた病院からしょうかいし

てくれるとか、できれば入り口にはり紙で

もしてほしい。

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 1月22日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

身重で自分でははがゆい程動けないので

水、食料の援助を希望します。

被災時住所：神戸市灘区 初産婦

出産日： 1月22日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

•清潔な設備。

・入院がスムースに行えること。

・出産後の紙おむつなど最低限の必需品。

•安心させてくれるやさしい応対。
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被災時住所： 神戸市灘区 初産婦

出産日： 1月22日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：氷上郡

精神的援助（不安と恐怖によるものが大

きいので）

被災時住所： 神戸市灘区 初産婦

出産日： 1月22日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

これと言って“ああしてほしい” “こう

してほしい”って言うのは ないけど、そ

う言う時は、おなかに子供がいるので、よ

けいに、落ち込んだり、考えたりすごく淋

しくなると思うので、みんなが優しくして

くれて、話しかけてあげればいいと思う。

ぜったい話しかけられたら、うれしいし、

心の支えにもなると思う。

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 1月23日妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市中央区

衣類などの援助（とくに下着）用意して

ても間に合わなかった。

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 1月24日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

どこの病院が出産をうけいれてくれるな

かわからず不安であった。又、電話が通じ

なかったので非常時に救急車さえよべずど

うしようかと思った。もっとしつかりした

医療体制をとってほしかった。

被災時住所： 神戸市灘区 初産婦

出産日： 1月24日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

私は予定日の 6日前に地震にあいとても

不安。

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 1月25日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

援助としては粉ミルク、紙おむつ、やっ

ぱり地震後店がなくて大変だった。私は1月
25日に出産したのですが新生児用のおむつ
がどこにも売って無くてたいへんだった。



被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 1月25日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

今、すぐはどうした方がよいのかをラジオ

などで放送して欲しい。また、第2子以降

の出産に際し災害では上の子を予定してい

たところにあずかってもらえないのでその

子たちをみてくれるところを放送して欲し

しJo

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 1月26日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

安心してお産のできる場所（病院）を確

保してほしい（水、ガス、電気、食事、ス

タッフ等）私の場合は地震前にかかってい

た先生のご厚意により実家に近い病院を紹

介してくださり安心してお産するかとがで

きました。 （地震前にかかっていた病院の

色々な状態をみるととてもお産のできる状

態ではありませんでした。食事どころか水

さえもなくもちろんまっくらでした）

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 1月27日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：姫路市

・保健婦の方を派けんして、心のフォロー

をしてほしい。やはり不安がいっぱいな

のだから。

・重労働が出来ないので、心苦しかった。

•上の子のめんどうを保母さんにみていた
だきたかった。

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 2月1日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

情報が全くつかめず一般の方と車を公園

のなかへいれて夜は寒かったのでいっしょ

にシートをいす状態にして寝たりしていて

お腹がはったりまた今まで以上に気をつ

かったりと大変でした。

被災時住所： 神戸市灘区 初産婦

出産日： 2月2日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

私は36週ほどになっていたにもかかわら

ず、地震の非害をうけていない病院も、診

察だけに 2週間先の予約しかいれてもらえ

なかったので、そのへんをきちんとしてほ
しい。
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被災時住所： 神戸市灘区 初産婦

出産日： 2月2日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

00病院では大変親切にしていただきま
た出産するような事があれば是非この病院i

で！と思いました。 （心強かったです）た

だ出産後ホッと安心して私の場合母乳のみ

だったせいか大変おなかが空いて食事が少

なすぎたように感じます。でも大災害の後

だったので、食事があるだけでも感謝でき

ました。水と食事は充分お願いしたいで

す。

被災時住所：神戸市灘区 初産婦

出産日： 2月6日 妊娠週数： 36週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

何でも用時をたのめるようなポランティ

アの方がいてくれたらいいなと思いまし

た。当時33週でしたが大きなおなかで水く
みや買い出しなど健康でしたがたいへんで

した。つわりのひどい方や安静が必要な妊

婦さんも助かると思います。あと問い14の
ように災害などやむおえないとはいえ途中

で病院を変わるのはさらに不安材料になる

と思うのでその辺どうにかならないので

しょうか？

被災時住所：神戸市灘区 初産婦

出産日： 2月10日妊娠週数： 36週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

産婦人科は無料でベッド等を提供すべき

と思います。

ex:臨月の妊産婦の早期収容。
新生児や乳児をもつ人への入浴やおむ

つサービス等。



被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 2月10日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

震災後、電話が普通となり、ライフライ

ンが断たれた中、かかりつけ医院に通院す

ることができない場合、 （私は臨月にさし

かかっていたので）、もし急にお産がはじ

まったらどうしようという心配で一杯でし

た。悪くなることも考えられ、結局家に

ずっといるしかない状況でした。どこの病

院で診察、入院を受け入れてくれるのか、

交通手段（タクシーetc)がない場合病院

までの足をどうすればよいのか（救急車な

どは負傷者の搬送でもちろん頼めないの

で）救急時の相談窓口をラジオ等で教えて

いただけたらと思います。その他 生活面

では水の確保が非常に妊婦としてはつら

いものがあります。飲料水は配給（ペット

ポトル）等で、助かりましたが、生活用水

の給水は「いつ、どこで」というアナウン

スが殆どなかったので、苦労しました。

被災時住所： 神戸市灘区 初産婦

出産日： 2月23日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

災害の際には皆人命第一ですが“小さな

命”を宿している妊婦は色々と大変です。

通院の際には皆00行（病院まで）専用バ
スを走れらせて頂けると有難い。今回の場

合道路が渋滞し通院が困難だったので少し

でも早く又、安全に。

平常の妊婦でも妊娠中は精神的に不安定

な事が多いが、特に災害時には自分の体、

又、赤ちゃんの事、生活の事など不安材料

が次々と出てきた。診察の際にこういう精

神的ケアーをして下さるドクターがいらっ

しゃればと思った。

今までの診療ではありませんでしたが、

今回の震災時に今までかかっていた病院に

診療を依頼したところ（電話でしたが）看

護婦が非常に動揺されており“出産の兆し

がない限り来院はしないで下さい。”と言

われた。被災地であり大勢の患者さんがこ

られているのはわかっていたが妊娠と同時

に診療に通い入退院を繰り返していた私

は、私の状態をご存じの先生に診ていただ

く事が安心なのに見放された気持ちになり

とても不安に感じた。診察ができないのな

らどこか紹介してくれるとか自宅での注意

とか言葉が欲しかった。とにかく“来る

な”としか感じられなかった。大災害の

中、誰もが困惑していただろうが“病気を

もった妊産婦”を思いやるひと事がなかっ

たものかと思った。
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被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 2月23日妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市灘区

病院までの交通機関の援助と確保。

被災時住所：神戸市灘区 初産婦

出産日： 2月24日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

・産後のケア（出産用品の支給等も含む）

・住居の確保。

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 2月25日妊娠週数： 36週 自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

今回の場合、車の無い者、遠方に知人の

いない者は、避難所という何も無い所に居

るしかなかった。配給の重い荷物、全くな

い食料、 （おにぎり 1コの日が2日もあっ
た）での空腹、誰も助けてもらえないので

すべて自分でやった。やはり、病人と同じ

ようにどこかに別に収容する所を作ってお

くべきだ。病人ではないが、健康な人とも

違う。同じように行動できない。あまりに

もつらい日々でしたので。

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 2月27日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

今回の地震では病院に通院できなくなり

本当に不安でした。出産予定日が近かった

こともあってすぐにも診察を受けたかった

のですが病院は妊婦検診どころではない状

態で行っても診てもらえない状態でした。

（救急以外は診られないと断わられまし

た） （交通がストップして行きたくても行

けないのが現実でしたが）地震のショック

で体調をくずしいままで慣れ親しんでいた

先生の診察も受けられず不安でいっぱいの

臨月でした。幸い無事に娘を授かり安堵し

ましたがもう2度とあのようなことがおこら

ないよう心から願っています。妊婦さんに

は「いつでもすぐに病院に行ける」という

安心感をもてるような体制を作っていただ

きたいと思います。 （急に産気ずいても電

車はとまり道路は渋滞で全く動けない状態

でした）



被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 2月28日妊娠週数： 36週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

交通マヒのため病院まで時間がかかり一

刻をあらそうときに困るので救急車等の充

実を望みます。

被災時住所： 神戸市灘区 初産婦

出産日： 3月 1日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：高砂市

•みな様のあたたかい言葉が大変うれしく
思いました。

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 3月2日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：宝塚市

•神戸市民であったため他の市立病院など
では市民よりも健診料金が割高だったの

で、特別な配慮があればと思った。

•他病院の紹介や情報が欲しかった。
・心配事の相談所があればと思った。

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 3月 3日 妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市灘区

私は小学校に避難しなくてすんだのです

が、もし、あの底冷えする所に寝泊まりし

ていたらと思うとゾッとします。また、水

道が止まり、エレベーターが動いていない

状態で妊婦が水くみをするのは無理だと思

います。災害が起こった場合、妊婦に対し

て具体的にどういう援助があるときまって

いたら、心強いと思います。

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 3月 3日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

災害直後の検診費用はできれば公費でみ

てのらえればすぐに「異常なし」や、 「異

常があった場合でも早期に発見できる」と

思います。 （妊婦が精神的に安心でき

る。）避難先の病院では被災者であること

がわかっていたので特に、ていねいに見て

くださったのがとてもうれしく思いまし

た。場合によってはそこの病院 (00病
院）で出産することも考えていたのですが

結果として、もとの病院にて、出産するこ

とになり、上記の病院に申し分けなく思い

ました。病院間の連絡を密にとってほしい

と思います。
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被災時住所： 神戸市灘区 初産婦

出産日： 3月 6日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

電話によるカウンセリングを行ってほし

し)0

被災時住所： 神戸市灘区 初産婦

出産日： 3月 6日 妊娠週数： 36週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

・ベビーが無事であるか診察してほしい。

・出産予定病院が使用できないとき 他院

の受け入れ先を紹介して欲しい。

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 3月10日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：加古川市

医療機関はどこもパニック状態になって

いました。水もガスもなく地震は神戸市の

下が被害が大きかったのですがそうはなれ

ていない地域での病院は全く被害がなかっ

た所が多かったのになぜ何人もの人が死ん

で行ったのかどうしてたすからなかっった

のか。

被災時住所： 神戸市灘区 初産婦

出産日： 3月11日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

もし、非常事態とかになった時、妊産婦

や赤ちゃんの事を気にかけて、こちらから

連絡しなくてもいろんな援助をしてくれた

らうれしいし、わからない事を教えてくれ

たり、してほしい。 TVやラジオ、チラシ、

ポスターなどで「妊産婦の人は不安やわか

らない事があるなら00に連絡して」とか
書いたり、言ったりして、呼びかけてほし

いです。

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 3月14日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

．妊産婦の救急病院の情報（今回の地震で

は2-3にちあとにテレビでいっていたよ
うに思います）

・紙おむつ、粉ミルクの援助。



被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 3月14日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

流、早産だけに限らず妊産婦には精神的

ダメージがかなり大きくあると考えられる

のでカウンセリングなど心のケアも重要視

するべきと思う。

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 3月15日妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

心配事や不安をあたえないように又家庭

の環境のことをもう少し考えておなかの赤

ちゃんへの影響をそこなわなおようにお医

者さんが妊婦さんの言いにくいことを言い

やすくストレスをためないで生活できるよ

う心がけて話して欲しい。

被災時住所：神戸市灘区 経産婦

出産日： 3月15日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

地震によりライフラインがストップしガ

スが2ヵ月も止まりました。お風呂やさんも

長い行列ができとても並ぶ気にもなれず有

馬の方にまでお風呂にはいりに行きまし

た。妊娠8ヵ月から産むまで自宅の風呂はつ

かえませんでした風呂にはいれなかったこ

とが一番つらかったです。

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 3月16日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

もし、けがなどをしていた場合はもちろ

ん医療が必要で物資援助もありがたいと思

いますが精神的なものがすごくおおきいと

思います。何かあっても大丈夫という安心

感、そこからいいお産ができると思いま

す。

被災時住所： 神戸市灘区 初産婦

出産日： 3月19日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

水がでなくて不便だったのですがトイレ

のあとに〇〇病院ではウエットティシュを

かんごふさんがくださいました。そういう

こまかな心くばりが妊産婦のときほっとし

た。
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被災時住所： 神戸市灘区 初産婦

出産日： 3月19日妊娠週数： 41週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

どうしても病院を変らなくいけなくなっ

た場合でも今までの妊娠状態を詳しく変っ

た病院に伝えたり電話だけでも今までの病

院の先生や看護婦さんとお話しでもできれ

ば。

被災時住所： 神戸市灘区 初産婦

出産日： 3月21日妊娠週数： 40週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

入浴、食料、カウンセリングが出来る所

被災時住所： 神戸市灘区 初産婦

出産日： 3月26日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

水が止まってしまったとき大きなお腹で

水を運ぶのがとても大変でした。あと出産

準備等がお店がないために思うようにでき

ませんでした。どうしてほしい……という

意見ではありませんが困ったなと思ったこ

とです。

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 3月28日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

いきつけの病院での出産ができるかどう

かやその病院の状況を連絡しそのケースに

よっってのよいアドバイスをしてほしい。

例えば、 「今うちの病院では検診はできる

けど分娩はむりなのでよれれば病院を紹介

します」等。

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 3月28日妊娠週数： 36週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

食物アレルギーの子供の食事がすごく大

変でした。アレルギーの会などよりおやっ

は確保できたのですが おかずや、調味料

など市外まで行きましたがあまりなく ア

レルギーがひどくなり 大変でした。



被災時住所：神戸市灘区 経産婦

出産日： 4月 1日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：芦屋市

一番苦労したのが水運びでした。あの重

さは妊婦にとって早、流産しそうでした。

それと食料。近くのコープには品物がなく

なっているしダイエーはなくなっている。

うちは主人が警察官なので出勤したままか

えれなかったので車もないし（交通は失わ

れているし） 2オ前の長男つれて本当に大変

でした。救援物資も家が無事な私たちには

もらえなかったので悲しかったです。妊産

婦や小さい子供がいる家にはもっと援助し

てほしかったです。

被災時住所：神戸市灘区 初産婦

出産日： 4月3日 妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

今回の地震でミルクや紙おむつの確保が

大きな問題となったようなので病院はある

程度の予備をしていつでも対応できるよう

にしてほしいですしまたそれを妊婦にもPR

すべきだと思います。普段の妊婦の方にい

ざというときの対応の方法や最低限そろえ

ておいたほうがよいものなどアドバイスす
るのも大切かと思います。あとは非常時以

降の心のケアを一人一人ていねいに聞いて

いく姿勢が欲しいです。

被災時住所： 神戸市灘区 初産婦

出産日： 4月3日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：姫路市

赤ん坊も含めて、妊産婦は、一般の避難

所にお世話になることはとても無理があり

ます。他の市区町村でも、ライフラインが

整っていて伝染病のはやっていない所の受

け入れができれば、と思います。
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被災時住所：神戸市灘区 経産婦

出産日： 4月4日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

今回震災後病院の状況を聞いて出産が不

可能であれば「紹介状」をかいてもらおう
と思っていたが簡単に「だめです」 「出産；

はできません」 「紹介状もむりです」と断

わられてしまったのでなんのための大病院

かと悲しくなった。子宮筋腫があるので前

回も胎盤機能不全であったので大きな病院

で出産を予定していたのにと思った。せめ

て病院側は出来る限り患者に対して紹介状

を書くなりしかるべき対応をして欲しかっ

た また自宅（得井）から尼崎（潮江）ま

で8ヵ月の時に歩かなければならなかったの

で車でも使えたら・・・・・・

被災時住所：神戸市灘区 初産婦

出産日： 4月4日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

今回のような大災害時

．妊産婦はどこの病院へ行けばよいのか早

期からメディア等で情報を流すべきだと
思います。

・寒いときだったので特に妊婦さんには辛

い時期でした。診察時もエコー検査時冷

たくて寒かったのを思い出します。緊急

時の環境調節の工夫をしてほしい。

被災時住所：神戸市灘区 経産婦

出産日： 4月5日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

非常事態の早期には、危険回避、体調管

理と衛生的な環境の確保でしょうか。 （異

常があれば安全な場所にある医療機管にす

ぐ受診できればよいのですが）

晩期にかけては、精神面のサポートが大

切なのかな•••と思います。地震後、ノイ
ローゼ気味の母が子を手にかけたという記

事が新聞にのっていました。妊産婦に限ら

ず出産後の母子に対しても長い目で見ない

と、こわいなと感じています。たとえ親族

であっても被災した人の気持ちは、絶対他

の人には、計り知れないと思います。はっ

きり言って批判が先に立ち、人事になって

るんだろうと感じます。同じ様な体験の近

隣がなによりたよりでしょう。

全て、人間がたよりですが、人手がなけ

ればどうしようもないでしょう。自分で何

とかしないと、情報をたよりに。



被災時住所： 神戸市灘区 初産婦

出産日： 4月6日 妊娠週数： 41週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市中央区

一時的に妊婦を預かってくれるような体

制が欲しいです。 （安心して妊婦がいれる

場所）

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 4月8日 妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

水の出ない間の水くみが一番大変でまわ

りの人達に助けてもらったがストレスをす

ごく感じたので近くにきた自衛隊の方に少

しでも助けてもらえたらと思っていた。

被災時住所：神戸市灘区 経産婦

出産日： 4月8日 妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市灘区

診察に行ったり出歩く際他の人が不信な

目を向けたりされることがありました。

（バスなども非常に混雑しているため）で

すから家にいても診察（内診はむりでも問

診とか）が出来るように何かネットワーク

のようなものが一時期だけでも使えればい

いと思います。

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 4月10日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

とても精神的に不安で検診をしていただ

くまで日数があったのでよけいなことばか

り考えていたように思います。できるだけ

早く検診をしてもらえるようにお願いした

いです。

被災時住所： 神戸市灘区 経産婦

出産日： 4月12日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

もしも早産になったらどこの病院が受け

入れてくれるのか（当時は地震でけがをし

た人達で病院がパニックになっている話し

だけで）なにをみてもわからなかった。

（数日後にNHKでわかった）時がとても不
安でたまらなかった。
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被災時住所： 神戸市灘区 初産婦

出産日： 4月12日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

身体が冷えないように少しでも温かい場

所等、避難所を確保。妊婦に限らず老人、

障害者、病人、赤ん坊がいざというときに

避難出来る場所を各地域にもうけて欲し
し)0

被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 1月17日妊娠週数： 41週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

・病院内での妊婦の待期室（予備室みたい

なところでもいいので24時間対応してく

れる施設）で安心できればと思う。

・病院の連絡がとれなかったため、あちこ

ち病院まわりをしていたが対応できませ

んといわれた。ところが多くどこへいけ

ばいいのかもわからなかったので病院ど

うし無線かなにかで連絡できるようにし

てほしい。

被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 1月19日妊娠週数： 36週帝王切開

出産病医院の住所：高砂市

私は地震のとき妊娠10か月で00病院に
入院していました。病院であの地震にあい

ました。それまでは△△病院に入院してい

ましたが早産の可能性があるといわれ3ヵ月

も家にも帰れず入院していたのに地震で病

院の全てのものがぐちゃぐちゃになったた

めまた△△病院にもどされました。結果そ

のほうがよかったのですがそのときの精神

的不安がたまらないものでした。それと援

助ではやはり入院中の食事が突然、ビスコ

になったりラップにつつんだおにぎりだけ

だったりとひもじいおもいもしたので食事

の援助と手が洗えなかったりトイレの水が

流れなかったりという感じだったので水の

援助もほしかったです。



被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 1月24日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

精神的な部分での負担が大きかったため

安心出来る言葉、環境が欲しかった。遅れ

るだろうとはいわれていたが地震当日が予

定日だったのできがきではなかった。そん

なとき病院経行くと「いつでも来て大丈

夫」と言われた時はホットした。とはいえ

水もガスもないので自分はともかく生まれ

てくる子供には申し訳ないというか、気の

毒というか…

被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 1月27日妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

人の手があれば救援物資などから子供に

必要なものを、集めることはできるけど夫

婦だけのところなどそういうこともできの

いと思うので病院（産婦人科）などにもミ

ルクとかおむつとか優先であっかえるよう

市町村が考えてくれればと思う。

被災時住所： 神戸市中央区経産婦

出産日： 1月29日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

「受け入れられない」とか断わるのはや

めてほしい。それならちゃんと次の対処法

なり病院を教えてほしかった。情報をあっ

めにくときせめて今までかかっていた病院

へ行けばどうにか先が見えると信じていた

が全く受け付けてもらえなかったので。

被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 1月29日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

長期になりそうな場合はライフラインの

整った安全な地域に避難所をつくっても

らってそちらへはいるようにする。被災地

の避難所ではあまりに生活環境が悪すぎ

る。

被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 1月31日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

私は、避難所に 2日しかいなかったので

すが、傷人、病人、お年寄りの次に妊婦の

事に気を付けて欲しい。すごく不安でした

から・・・
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被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 2月1日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

臨月に入っている妊婦はいつ陣痛がくる

かわからないので10カ月通院していた病院
がダメなら他の病院を紹介してくれるなど

もう少し病院どうしの横のつながりを広げ

てもらいたい。 この地震で通院している

病院に行けなかったので他の病院でみても

らいたいと思ったらtelでも診察だけをして
もらえなかったので。 （その病院に行った

わけではないこと、だれかのしょうかいで

もないことの為）

被災時住所： 神戸市中央区経産婦

出産日： 2月 5日 妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

• 10ヵ月にはいっていましたが検診へいく
のに 1時間ほど歩いて病院へ行きました
陣痛がはじまったらどうやって病院へ行

こうかと心配しました。

被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 2月6日 妊娠週数： 40週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市西区

どこの病院があいているとか、全くわか

らなかったため不安でした。避難所などに

できるだけ早く医療機関名簿を出して欲し

いと思います。

被災時住所： 神戸市中央区経産婦

出産日： 2月7日 妊娠週数： 39週自然分娩
出産病医院の住所：神戸市中央区

今回の地震ごすぐ検診に行こうとTELした

ら設備が整わないので異常がなければ来な

いでほしいといわれ不安だった。病院に薬

がないなどのうわさを聞いてとても不安な

ときがあった。すぐに検診して分娩設備の

不安を少しでもとりのぞいてほしい。

被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 2月11日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

・交通が寸断され車の渋滞も多かったので

陣痛がきたときにすぐに病院へ行けるか

不安だったので救急車両を通して欲しい

・病院がつぶれていないか診療がうけれる

かテレビ、新聞で教えて欲しい。



被災時住所： 神戸市中央区経産婦

出産日： 2月11日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

• 2瞬間安心して受け入れてもらえる病院
・大火災 非常事態にたいしてもどこより

も安全であってほしい。

被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 2月18日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

赤ちゃんに対する希望として、ベビー室

の赤ちゃんが危険な状態にならないような

安全なベビー室にしてほしいと思います。

自分ではなにもできない赤ちゃんなので特

にそう思いました。

被災時住所： 神戸市中央区経産婦

出産日： 2月20日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

地震の後かかっていた病院からただ電話

で分娩が出来ないので他の病院で出産して

くださいとだけいわれ次の病院も紹介して

もらえずとても困りました。神戸ではどの

病院も満足に出産出来るところがなく結局

検診を受けていた00病院で△△病院を紹
介してもらいました。あまりにも00病院
は無責任ではないでしょうか。

被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 2月20日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

この度は通院しておりました病院も最初

対応不可とのことでしたので9ヵ月の私は

すぐ生まれるようなことになるとどうすれ

ばよいのかと？とても不安になりました。

ご紹介下さった病院は遠くて行けず近くの

所を探すというありさまでした。また、何

かあったさいすぐ病院へいこうにも災害時

ですのでタクシーなどもほとんど通ってお

らず一人で動くにはとても難しいものを感

じました。こんな災害時は無事出産出来る

ところの確保が妊婦には安心につながりま
す。

被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 2月21日妊娠週数： 34週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市兵庫区

妊娠すると精神的にあらゆる意味、部分

においてとても過敏になります。そういう

メンタルな心のケアも（妊娠に限るわけで
はないのですが一）とても必要です。
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被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 2月22日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

今回の地震だけで感想としましては私の

場合10ヵ月におこったため週の1回の検診
を受けることができず妊娠中考症にきずく

のが遅くなりしんどい思いをしました。体

を見ていただくことも大切な診療ですがこ

ういうときは心も一緒に診療していただけ

ればすばらしいと思いました。

被災時住所： 神戸市中央区経産婦

出産日： 2月23日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

今回はライフラインの水とガスが使用能

になったため水をもらいにでたりお風呂に

入れなかったりと妊婦には厳しい状況でし

た。飲み水はペットボトルで確保できても

生活用水までは難しかったので衛生面に気

を使いました。赤ちゃんにはある産婦人科

で無料で入浴の手配等していました。妊婦

にも同様の援助があれば精神面でも安定し

早産等を防ぐことができたのではないかと

思います。私の場合は幸い実家が近くライ

フラインも整っていたので予定日に出産を

する事ができましたが。

被災時住所： 神戸市中央区経産婦

出産日： 2月24日妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

地震後、ガスも水もまだ復旧していない

ときに一番困った事が、私はお風呂に何日

か入浴できずお風呂屋さんが開いていると

ころをうわさで聞いで行くと2・3時間待ち
でものすごくしんどい思いをしたので、災

害のときは妊産婦だけが入れるお風呂を産

婦人科又は病院などにすぐに入れるようし

ていただきたく思いました。

被災時住所： 神戸市中央区経産婦

出産日： 3月1日 妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

検診など 1カ所だけでなくいくつかの場
所でやってほしかったし、検診日などを情

報機関を通じてもっと教えてほしかった。



被災時住所： 神戸市中央区経産婦

出産日： 3月 2日 妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市中央区

私自身は初めから狭骨盤のため帝王切開

と決まっていたので非常事態であっても手

術が対応できる病院があれば安心。自力で

産めないので破水でもしてしまったら…と

不安でした。産まれてから、ガスが復旧し

ていなかったので赤ちゃんの風呂に苦労し

た退院後新生児に対してそういう援助が欲

しかった。

被災時住所： 神戸市中央区経産婦

出産日： 3月5日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

大災害の時はけが人の処置で手がいつば

いで出産ぐらい自分でなんとかしてという

雰囲気の公立病院があったことをおなじと

きに入院している人から聞いた。わかるよ

うな気がするが出産に対する不安を理解し

てもらって平常時と同じように対処してほ

しい。

被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 3月 5日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

出産費用の援助。 （今回の地震で大変

だったから）

被災時住所： 神戸市中央区経産婦

出産日： 3月 8日 妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市中央区

幸い今度は精神的、肉体的被害が直接な

くもとの病院で予定通りの出産をしました

が妊産婦でしかも子供のいる場合動けない

こともあるのでこういうときだけは正式な

医師、看護婦でなくてもよいから誰かとり

あえずの救急班を呼べるとか事前にもしも

のときに自分でできることの教育のような

ことも通り一遍ではなく必要ではないかと

思います。今は病院にさえいければという

ことが当然で緊急のことを考えていない。
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被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 3月14日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

妊婦の検査は10割負坦等のものもあり
負坦額が大きいですが、地震で他院を受診

した際 すべて検査を再検査となったため

つらかった。と同室妊婦さんが言われてい

ました。病院の方も、たいへんだと思いま

すが、ネットワークシステムを使い、負坦

を最小限にしていただけたらうれしく思

う。私は、 2院を受診し、 00病院ではO
〇医師により△△病院に問い合わせてもら

え再検査せずにすみ助かった。

被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 3月14日妊娠週数： 39週 自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

私、自身は、医療や援助については、あ

まり、困ったことがなかったので今まで通

りで言いと思います。ただ、検診に行くの

に交通の面で少し困りました。

被災時住所： 神戸市中央区経産婦

出産日： 3月15日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

かかりつけの病院で診てもらえるかなど

の情報をすぐわかるようにしてもらいた

し)0

被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 3月16日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

・ライフラインが断たれて水くみなどが負

担になった。

•安全で落ち着ける市外などへ避難するこ
と。

・育児用品（紙おむつ）の配給などとても

助かった。

被災時住所： 神戸市中央区経産婦

出産日： 3月17日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

もっと、いろいろな場所にカセツの診療

所を作ってほしい。私は、中央区布引町に

住んでいましたが、兵庫中学で、仮設の診

療所があると知り、診察していただきに行

きましたが、いつもの交通事情でなかった

ので、大変な時間がかかりました。



被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 3月26日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

別に異常はなかったがおなかの中の赤

ちゃんが心配で一度診て欲しいといったが

急用でなければだめだといわれやっぱり

あーいう時には、一度先生にみてもらえた

らと思う。みてもらうと安心する。

被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 3月27日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

．粉ミルクや紙おむつ等の確保。

．避難所には乳児はつれていけないので、

子どもだけでも安心できる所に移動させ

てほしい。

被災時住所： 神戸市中央区経産婦

出産日： 3月28日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

妊婦には精神的安心出来るようやさしく

接する。赤ちゃんの心音をきかせて無事で

あることを知らせる。産婦には水分、栄養

を赤ちゃんのためのミルク、お湯などの確

保。おむつも必要。

被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 4月3日 妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

早産で出産してしまうのではないかとと

いう不安が今回一番強く感じたので未熟児

をうけいれてくれる体制を数多くして欲し

い。 （病院の受け入れ体制が十分であると

おもうだけでも精神的に落ち着くので）

被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 4月5日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

災害時は皆が冷静な判断を下す事がむず

かしく、弱い物が置きざりにされやすいの

で妊産婦の人たち専用の施設を設ける事と

一つの方法だと思う。 （一般の人と一緒だ

と精神的にあしでまといのように感じてし

まうから）
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被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 4月6日 妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

今回の地震時8カ月の妊婦ではじめてとい

うこともあり大変不安いっぱいでしたが私

の通院していた00病院では地震後10日目
ぐらいだと思いますがあんぴをきづかう電

話をくれたこと（留守番電話にはいってい

ました）神戸を10日ほどはなれていました

がこの病院で産むことを決めたのはこの病

院なら安心だと思ったことです。主人は私

の実家で産むことをすすめましたが私一人

のために部屋もこわれてないということな

のに安産教室をしてくれこの心つかいが不

安をとりのぞいてくれました。事務的でな

くこういったことが妊婦の医療に結びつく

のではないでしょうか。

被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 4月10日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

乳児へのおむつ、ミルク、哺乳瓶など必

要最小限なものはすぐに配給できるように

していただいてもらっていればありがたい

と思います。

被災時住所： 神戸市中央区経産婦

出産日： 4月11日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

妊婦は、いつも、自分の状態について、

不安を感じていると思うので、身近に相談

相手がいると、うれしいと思う。だから、

避難所などでは、妊婦さんばかりーケ所に

集めるとか、週一回程度、問診だけでもい

いので、医師に来てもらうなどして、不安

やストレスが、たまらないようにしてほし

い。病院がつぶれた場合は、せめて、でん

わがかかりやすくしてほしい。でんわロ

に、医師が出て指示してほしかった。

被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 4月14日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

各病院等にて、ほ乳びん粉ミルク紙おむ

つ水などを普段から備えてほしい。

被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 4月14日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

ラジオ等で、確実に行けば診てくれる病

院を知らせてほしい。



被災時住所： 神戸市中央区初産婦

出産日： 4月14日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

配給の栄養面が心配です。（妊婦、乳幼児

共）衛生面でも消毒綿など配布してもらえ

ればうれしいです。 （おふろに入れないた

め）

被災時住所： 神戸市中央区経産婦

出産日： 4月15日妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市灘区

やはりかかっていない病院でも気を使わ

ずに必要に応じてみていただきたいと思い

ます。 （そこまで行けない場合などがある

と思いますので）案外かかっていない病院

へ行くのは勇気がいると思うので。又、金

銭的にもむつかしくなる場合は援助が欲し

いと思います。通院の費用も分娩のひよう

も決してやすくはないと思うので。

被災時住所： 神戸市中央区経産婦

出産日： 4月16日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

． 妊産婦の為の食事。
•今回は入浴、シャワー等。

被災時住所： 神戸市兵庫区初産婦

出産日： 1月17日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

心のケアが一番大切だと思います。まず

災害後はやむをえかかっていた病院と違う

所で出産ということも多々あるのでその時

に妊婦はとても不安です。その不安を解消

してくれるのが先生や看護婦さんの接仕方

なのでそのところを気をつけていただきた

いです。私もその1人でしたが先生や看護婦
さん、そして同室のかたにはげまされその

お陰で気持ちが軽くなりました。本当に感

謝しております。
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被災時住所： 神戸市兵庫区初産婦

出産日： 1月19日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

・産院がどうような状態で又 どれくらい

の医療をうけるとこができるのかという

具体的な情報を早い段階でテレピ ラジ
オでしらせてほしい。

・私はとても恵まれていた方で病院でも医

師や助産婦さん 看護婦さんの最大限の

努力で安心して出産することができまし

たが避難所等で出産された方も同じよう

なケアが受けられる体制作 りがあれば

良いと思います。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 1月20日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市兵庫区

出産予定日が迫っている妊婦、切迫流産

の危険のある妊婦、妊娠中毒症などの妊婦

等、特に注意を払うべき妊婦について病院

の方からそれらの妊産婦の安否を気づかう

連絡、コンタクトをとるべき。緊急時にそ

れ専用のスタッフを用意して欲しい。その

ためには自分の病院の患者の数とその状況

を常に把握できていなければならない。私

は予定日を 1週間後に控えて震災にあいと
ても不安な日々を送りました。病院は大丈

夫か、医師は大丈夫か、市内同士の電話は

通じず病院へ直接行くのもすぐには行けず

震災2日後にやっと病院は大丈夫、入院も
OKと確認がとれるまで不安でしかたがな
かった。こんなとき病院のほうから「妊婦

は大丈夫ですか？」と問い合わせがあれば

と思った。

被災時住所： 神戸市兵庫区初産婦

出産日： 1月21日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

産婦人科病院には早急に救援物資を送り

医療体制をととのえてほしい。援助も高齢

者とともに妊産婦に優先的にすばやく色々

な形でおこなってほしい。

被災時住所： 神戸市兵庫区初産婦

出産日： 1月21日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

水道、ガス、電気が止まっても大丈夫な
ようにしてほしい。



被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 1月23日妊娠週数： 34週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

私の場合は、 1月18日に妊婦検診の予定
でしたが、病院に電話すると、外来診療は

行っていないとのことでした。結局19日に
入院することになりましたが、もし、それ

程のことがなくても、地震の直後は、赤

ちゃんが無事か、異常はないか、すごく不

安になると思います。ですから、できるだ

け、外来診療は早く開始してもらえたら、

母親も安心できると思います。

被災時住所： 神戸市兵庫区初産婦

出産日： 1月24日妊娠週数： 39週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

1ヵ所非常時に対応してもらえる医療機関
の案内をしてもらえるところをつくってほ

しい。どこで分娩可能なのか自分でさがさ

なければならず、不安だったから。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 1月25日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

出産間近な場合、一時的に病院に宿泊で

きるような設備があれば安心だと思いま

す。というのは今回のように交通機関が被

害を受けているといくら近い病院であって

もすぐには病院にたどりつけません。夜中

の陣痛はタクシーもなく歩くこともできず

自分の家の車は道がふさがっていてだせな

いなどのことがあり地震後は陣痛がきたら

どうやって行こうかとずっと心配でした。

夏場なら出産後のシャワーは確保していた

だきたく感じます。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 1月25日妊娠週数： 44週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市兵庫区

地震後に入院した病院の助産婦さんや看

護婦さんがこの大地震にかかわらずとても

親切にしていただいたのでよかったです。

紙おしめやミルクが退院してから必要だっ

たので困りました。

-25-

被災時住所： 神戸市兵庫区初産婦

出産日： 1月25日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：赤穂市

体調に異常があった時、例えば急に産気

付いた時や、産婦、子供の体調が悪くなっ

た時等の受け付けてくれる病院の情報の提

供。

被災時住所： 神戸市兵庫区初産婦

出産日： 1月27日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

地震の日、もし生まれそうになったらど

うしようという不安でいっぱいでした。ど

こでもいいから産める病院をさがさなくて

はとニュース等で受け入れてくれる病院等

の情報を流してほしいです。こC病院では
先生も助産婦さんもとても暖かく迎えてく

ださり安心して出産できました。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 1月27日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

•かかりつけの医院が使用不能になったり

交通の関係上通院不可能になった場合

すぐに受け入れてくれる病院の情報や

（テレビのない避難所や公園では情報が伝

わりにくい）移動のための 緊急車輌の

使用をもっと多くの人にわかりやすく伝

えるべき。 （自動車も動かぬ場合今回の

災害では救急車さえ渋滞で動かなかった

急に陣痛がきた場合最悪自宅または避難

所での出産を考えなければならないか

ら）

．援助としては物資の流通の動きが悪い災

害発生後2-3日の時点での衛生品の援助

が必要（水、ガーゼ、おむつ、ナプキン

等）特にかたよらないよう全ての人にい

きわたらせるようにするべき

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 1月28日妊娠週数： 35週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

病院は安心、安全というような気持ちを

もたせてくれるような医療体制をつくって

ほしいc



被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 1月31日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

地震の時は、 00病院に入院していて、
橋がだめになり、とても不安な日々をすご

しました。暖房もきれ、食べるものもつめ

たくて、大病院のシステムがこわれるとあ

そこまで 非人間的になるのかと思い知ら

されました。大病院は△△地域につくるの

はだめだと思います。どんなことがおきて

もせめて新生児室だけは、暖房がきれな

い、お湯がわかせるシステムを考えるべき

です。

被災時住所： 神戸市兵庫区初産婦

出産日： 2月6日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

•安定期以外の妊産婦を特に優先して診療
したり大きな病院であれば先生もしくは

助産婦が付き添ってのバス送迎 なども

設けてもらえると心強い。

・非常事態などのときの産婦人科料金（入

院•お産）は普段の半分くらいか又それ
以下に割引して欲しいと思います。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 2月6日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：姫路市

精神面で色々と助けていただくことがと

ても重大だと思います。

被災時住所： 神戸市兵庫区初産婦

出産日： 2月10日妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

粉ミルクなどの援助は、あったがおし

りふき、紙おしめ（新生児用）の物資がな

かなかもらえなかった。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 2月11日妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

非常時でも、検診、出産など受け入れ

られる病院が少しでも多くあれば、安心だ

と思います。私が、出産した時も、まだ水

道が使えなかったのですが、病院内は、常

時使えるようにはできないのでしょうか？

00産婦人科では、 1日に2回水を流して
くれました。これはとても助かりました。
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被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 2月12日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

地震によって 交通事情などが悪くなり

いままで通う医院になかなか行けず、けど

おなかの子供が気になった時、近くの避難

所（中学校）で、ボランティアによる検診

が行われる事を知りとんで行きました。診

てもらう事ですごく気持ちが落ちつき感謝

の気持ちでいっぱいになりました。

被災時住所： 神戸市兵庫区初産婦

出産日： 2月13日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

今回通院していた医院との連絡がとれ

ず、結局、主人が単車で病院まで調べに行

きました。大病院たけでなく、個人病院ま

で、診療が可能なのかどうか、発表して欲

しい。あと、交通手段もできればおしえて

ほしい。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 2月14日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市兵庫区

ライフラインが元に戻るまで設備のとと

のった所で安心してすごせたら良かった…

…。 （水くみがたいへん）

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 2月14日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

食べ物よりも 妊娠中は寒さの方が体に

こたえた。暖かさだけは確保してほしい。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 2月15日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

妊婦は、災害にあうととくに不安になる

ので、赤ちゃんが元気かがどうしてもきに

なるのではやく内しんができるようにして

ほしい。



被災時住所： 神戸市兵庫区初産婦

出産日： 2月20日妊娠週数： 40週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市兵庫区

幸いにも、出産の通日前に、水も、ガス

も出るようになり、退院した後、家に戻れ

ました。ずっと、行ってた病院も、無事

で、こまるようなコトはありませんでした

が、正反対の人もいましたので精神的にも

たいへんだったと思います。入院中、病院

ではガスが、まだ、だったので食事の面で

は、少しこまりましたが、そのおかげか、

すっかり体重が戻りました。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 2月23日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

・病院の情報がすくなかった。

・アトピーの子に対してのミルク セッケ

ンなどの配布。

•おふろがぜんぜんなかったので不便した

被災時住所： 神戸市兵庫区初産婦

出産日： 2月26日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

子供用の水の心配をしなくてもいいよう

に、保存できる水をもっとたくさんほし

かった。

半壊・全壊には入院費の援助があると聞

いていたけど、退院の時、何もしてくれな

かったので、今だに疑問が残っています。

被災時住所： 神戸市兵庫区初産婦

出産日： 2月27日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

やはりお腹に一人の命がはいっている以

上ゆうせんでいつでも病院がたいおうして

ほしいですね。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 3月1日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

すぐに検診してくれることを望む。

テレビやラジオなどで病院名をすばやく知

らせて欲しい（診てくれる所）
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被災時住所： 神戸市兵庫区初産婦

出産日： 3月3日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：伊丹市

私は関係ないのですがある病院に入院し

ていた人は震災後水の出ないためもく浴や

食事などで満足な処置もしてくれず7日間の

ところを5日間で家に帰されたのに入院費は
非常に高かったと不満に思っている人がい

ました。水不足、物不足のときは仕方ない

にですがせめて金銭面でのサービスをして

もらえたらと思います。又母乳マッサージ

の仕方やおむつの替えかたも教えてもらえ

なかったそうです。私はこC病院は最高に
よかったと思う。安心して退院後も生活で

きました。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 3月4日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

今回救援物資で少々、粉ミルクと紙おむ

つをいただきとてもうれしかったです。で

も粉ミルク等「とりあえずもらっといて誰

かにあげたらいい」という様な方もならん

でおられて大きなお腹でならんでいてとて

もつらかったです。配る方法もがもう少し

いいようにならないのかなと思いました。

被災時住所： 神戸市兵庫区初産婦

出産日： 3月5日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

体育館や公園でも寒いところばかりで、

トイレは近くなり大変でした。みな我先に

とまっとをしきつめて陣取り妊産婦のこと

など考えられなかったみたいです。避難所

の方でもっときっちりと出来れば平等だっ

たのでないでしょうか。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 3月 6日 妊娠週数： 37週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市兵庫区

医療は、べつに言うことはないんです

が、援助なら食べ物や水それからお金も援

助してもらいたかった。それは銀行に入れ

てる人は、いいだけど、中には家にお金を

忘れたまま、避難をして、焼けてしまった

人、どろぼうに入られた人いろいろいたの

でお産のお金がなくてすごくこまった。



被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 3月7日 妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

上の子供がまだ2歳に満たない幼児の場
合 早産の為入院する事になりずい分まわ

りの人にお世話になりました。突然の地震

で家も全壊し母子共にという生活ができま

せんでした。入院期間2カ月足ずの間上の
子供に会うことができなかったので、もう

少し設備的になんとかなればと思いまし

た。地震のショックもかなりあり母親とし

て、子供の心のケアーを必要とする時期で

もあったからです。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 3月12日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

私は比較的元気にしておりましたので妊

婦であるからという特別な援助は必要あり

ませんでした。ただ、早い時期に検診を受

けたのでかなり安心して後を過ごせました

ので早い時期の検診はひつようであると思

います。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 3月13日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

体が冷えないような避難所の設備があれ

ばよい。バランスのとれた食事（それにか

わるピタミン剤のようなものでも）がとれ

るようのなっていれば安心。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 3月13日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市兵庫区

・検診費用を免除して欲しい。 （非常事態

の1カ月間くらい）
・妊産婦への電話でのケア。 （今どんな状

態か、どんな事を心配しているか）
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被災時住所： 神戸市兵庫区初産婦

出産日： 3月15日妊娠週数： 39週 自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

水、電気、ガスが断たれたことがすごく

不安でした。中でも水、衛生面でも妊産，

婦、新生児にはとても重要でヒシヒシとキ身

にしみました。お風呂に入れないので妊婦

だった私は震災直後8ヵ月だったのですがや

はり清潔にかけてしまってカンジタ病にな

りかけ赤ちゃんに影響しないか心配しまし

た。妊産婦が不安にならないよう適応され

る情報を沢山希望します。

被災時住所： 神戸市兵庫区初産婦

出産日： 3月15日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

やはり、お水がないと フケツになりや

すいのでとくに妊娠中はデリケートなので

そのへんのことを考えてもらいたい。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 3月17日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市兵庫区

産婦人科も災害時にはライフ・ラインを

もっと充実してほしい。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 3月20日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市兵庫区

それまでに診てもらったことのない病院

でも、検診、異常があった際に、すぐ対応

してもらえること。水道、ガス、電気がス

トップした場合、急な分娩に対してどう対

処するか、その場合、産婦人科のみの、特

別な医療きかんをつくってほしい。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 3月22日妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

救急でみてもらえるところがわからな

い。ラジオでも放送してもらえれば…••

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 3月22日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

ケガ人も大事だと思いますが妊産婦はつ

ねにおなかの子供が心配なので検診をマメ

にしてくれるとか神経的にもおちつく様に

してほしいです。



被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 3月27日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

近くの避難所でも超音波診断などの器械

をすぐに使えるようにしてもらいたい。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 3月30日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

やはり、 “出産”という段階が秒読みと

なっている臨月の妊婦はもちろん、私の様

に、早産傾向のある妊婦にとっては、かか

りつけの医院以外での検診等が万ーの場合

においても受けられる事がとてもありがた

い事です。幸いこの度は不都合なく出産で

したが、私の知人で自宅にて自力で1/17当
日出産された方がいます。助産婦さんが救

急に出勤できる態勢が必要である時もある

のでは、と思ったり致します。

被災時住所： 神戸市兵庫区初産婦

出産日： 4月3日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市兵庫区

1．おふろ→水道とガスがなかなかでなくて
お風呂に入れず困りました。一度近所の

お風呂やさんに並んではいったのですが

寒い風のなか長く待って中に入ると着替

えも含めて20分ででなくてはいけない状
態でした。おなかの大きい妊婦にとって

は大変でした。

2地震直後→病院の入院患者にかんづめが

でたんです妊娠中毒症の人にもあんな

塩辛いものがでたことを聞いておどろき

ました。緊急時にだせる食事を用意して

いてほしいです。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 4月3日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

母子手帳がどの都市でも同じで検査結

果、状況などすぐにわかつようにまってい

れば良かった。私の場合は00病院だった
ため電話連絡もできない状態だった。検査

の料金を取られた後検査を地震の後受ける

ことになっていたので、結局又、違う病院

で料金を払った。検診にかかる費用又は医

師の派遣をしてほしい。
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被災時住所： 神戸市兵庫区初産婦

出産日： 4月5日 妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

私は地震の時は8カ月目にはいったとこ

ろで2週間後検診だったのですが、病院が

復旧していないということで、特別異常が

なければ、 1カ月後に検診を受けて下さい

とのことでした。やはり自分で異常がある

かどうかは判断しにくいし、何も起こらな

いふだんでも妊産婦は不安になるだろうと

思うので、安心できるようにしてほしい。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 4月7日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

今回の地震で感じたことは被害を受けて

いない市外の病院が活躍されたのはよく

知ってますが、 00市内のある救急病院で
イヤイヤながらの電話対応と 場所説明で

目印の物が夜だから見にくいけれど来れる

んなら診てもいいというような言い方をさ

れたのがとても腹立たしくますます不安な

状態に追い込まれたのを覚えています。公

立病院だけでなく私立病院も広い範囲で受

け入れて欲しいし、どこの病院へ行けばい

いのかというような情報をより早く確実に

ながして欲しいと思います。

被災時住所： 神戸市兵庫区初産婦

出産日： 4月9日 妊娠週数： 41週帝玉切開

出産病医院の住所：神戸市中央区

今回の地震の時00病院の出張検診を受
けていたのですがとても助かりました。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 4月10日妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市中央区

テレビなどで出産できる病院などの情報

が今回の地震でもあったのでさほど動揺し

なかったのでまずは情報がほしいです。



被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 4月13日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：養父郡

水やガス、電気など止まってしまった時

病院での診療が妊婦の場合むずかしいよう

に思う。でもエコーでおなかの赤ちゃんを

見ていただけたので、少し安心したのを覚

えてます。あと水くみが出来ないのが困り

ましたので水くみボランティアの方がおら

れたらとても助かります。妊娠中はけっこ

う気が張ってたのでいいのですが出産後少

し落ちついた頃に心のケアをしてほしい。

被災時住所： 神戸市兵庫区経産婦

出産日： 4月21日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市兵庫区

特に精神的ケア。 （はげましというより

こちらの話をきいてそれに一生懸命こたえ

てくれる姿だけでどうであれ自分も頑張ろ

うという気持ちになります）

被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 1月18日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

救急で00病院へいったが急な子供の発
熱を考えると通うに通いにくい。交通機関

は全くだめだし病院もパンク状態で不衛

生。そこに生まれたての子供は連れていけ

ないので不安でした。 今の所まだ、体調

をくずしていないのでいいができればそん

な近くに病院それも赤ちゃんOKのところが

できれば・・・と思います。

被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 1月21日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

出産間じかな人は特にこころのケア。そ

れと安全な場所へのゆうどうを希望しま

す。

被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 1月21日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

ミルク、紙おむつなどの援助。
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被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 1月21日妊娠週数： 41週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

検診を受けていた病院が地震のため診療

及び出産できなかったのですごく不安だっ：

た。精神的不安がずっとあったので 緊急

の連絡場所があればそれを利用して安心

して出産できたのでは•••他の病院への連
絡、転院など（私は自分で連絡した。紹介

書もなし。）

被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 1月25日妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市長田区

•水の確保を第一に考えていただきたい
新生児が、毎日、お風呂に入れないの

は、可愛想です

被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 1月27日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：姫路市

その時の状態（体の異常や周囲の環境の

変化）に即対応できるような医療面・精神

面の充実。県や市からの要請がなかった等

の理由で援助の足踏みをするのではなく、

直接病・医院との連絡をとり、必要な援助

ができるようになればよいと思う。また、

空からの交通手段の必要性も重要。地震が

起きた後、出産した病院以外に 1度検診を
受けたが、その時に医師の対応が適切でな

かったと思う。 （地震前に検診を受けてい

た医院で出産したいと申し出たら、そこで

の受診を拒否された。）

被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 1月30日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

・学校（その他）に避難しているときに不

安になったりしたので病院の先生（産婦

人科）にきていただいてればすこしでも

落ち着くと思います。



被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 1月30日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

私の場合臨月だったのでそこの病院で生

めるかどうかもわからない状態でもっと情

報を流してほしかった。 （電話もつながら

なかったので）それと生んでからのことな

のですが水も出ない、暖房もきかないとこ

ろであのときは本当に寒かったのですが母

親はがまんすることは出来ましたが新生児

の子供たちは毛布にくるまっておむつをか

えるときなどもふるえていました。やはり

赤ちゃん優先に部屋を暖かくするなどして

ほしかったです。

被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 2月1日 妊娠週数： 42週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

お腹の赤ちゃんの事が一番心配ですので

目に見えるものではないので、安心して夜

間、休日 非常事態においても診察しても

らえる場所がこんな時だからこそあればい

いと思いました。

被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 2月3日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

地震でガレキの中に、うまっていたので

救出されてから 近くの総合病院に行きま

したが、婦人科の先生がおらず、察しても

らえませんでした。それから、かかってい

た病院にも行きましたが同じでした。ケガ

をされてる方も、もちろん大切ですが、婦

人科の先生も必要だと思います。私が見て

もらえたのは3日後でした。交通機関もマ

ヒしてしまうので、どこの総合病院でも婦

人科の対応ができたらと思います。

被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 2月3日 妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市西区

心の不安から影響はないのかなど

身体は健康であってもおなかの中はわかり

ません。避難所や仮設の場所での定期検診

又は、電話での相談などできるなどしてい

ただけたら安心できると思います。

被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 2月4日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

臨時の診察所を一早く設定してほしい。
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被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 2月5日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

妊婦が安心して出産できる体制を常に備

えていてほしい。 （たとえば、水道、ガ

ス、電気など）

被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 2月7日 妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市長田区

避難先には妊婦さんのために検診をすぐ

にしてもらえる所を必ず設置すべきだ。エ

コーをしてもらわないと不安。 （しばらく

はお腹の中の赤ちゃんのことが心配でしか

たなかった）

被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 2月9日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：加古川市

たいていの病院は、何週以降の分娩は受

け入れないことになっていたので非常時で

も37Wの分娩予約ができるかすごく不安

だった。一時は、自宅かマイカーの中での

出産も考えた。地震の次の日、やっと通じ

たTELで00病院にかけたが、 “分娩がこ
ちらでできるかどうかもわからない”と。

今までずっと長い待ち時間も頑張って通院

してたのにもかかわらず、別の病院の紹介

もしてくれもせず、全くどうしたらよいの

か とほうにくれた。倒壊してパニックっ

てるのもわかるけど、 ‘‘他で分娩できる病

院を自分で探してほしい”ぐらいの返答は

してほしかった。前の病院で全ての検査を

終えていたのに、カルテが持ちだせず、分

娩を受け入れてもらえた病院で、再度血液

から検査のしなおしで、痛い思いも 2倍だ

し、それよりも何よりも、保険がきかない

自費払いの出費も倍になったことに不満を

おぼえている。前の病院で母親教室、両親

教室も受けて立ち合い分娩をする予定だっ

たのに、勝手も違い、何もかも違う環境

で、ただでも不安いっぱいのお産なのに、

立ち合い分娩ができず、不安だったし、残

念だった。でもぶじお産させてもらえただ

けでも感しゃしなければと思いつつ…

被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 2月10日妊娠週数： 37週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市中央区

私は出産前から帝王切開だと思っていま

したので心配はいっさいなく、出産できま

した。



被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 2月13日妊娠週数： 31週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

非常事態のばあいはできるだけ自分の体

まわりに大きくおもいものはおかないこと

とストレスがとてもたまっている人やノイ

ローゼになりやすいのでできるだけそうだ

んにのってあげて下さいね。

被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 2月14日妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

正確な情報、安心できる施せつのかく保

（食事・水・冷暖房等）妊産婦に対する事

情聴取（安否等）

被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 2月16日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

とにかく安心して産めるかということが

大事だと思います。病院と連絡がとれな

かったのがとにかく不安でしたのでその辺

りをなんとかしてほしかったです。

被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 2月21日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

ガス 電気、水道がとまっても病院では

大丈夫な様にしてほしい。

被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 2月23日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

電気がついていたので、自宅でテレビで

00病院が出産可能でニュースが流れたの
で精神的に楽だったけど 電気がstopする

と電話がつかえなかったのでパニックして

いたと思う。 トイレの水くみはマンション

だったので エレベーターが使えず不便

だった。

被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 2月24日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

地震直後、無料検診にしてほしかったで

す。
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被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 2月25日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

産まれる子供のものや私は水道もガスも

出ていなく沐浴にたいへん苦労しました．

病院でも産湯もありませんでした。お風白

やせんたくが出来ないので衣類やおむつ。

被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 3月 1日 妊娠週数： 37週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

避難できる場所を確保すること。

被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 3月 2日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

健診がなかなかできなかったので、い

つ、どこで健診をやっているかの情報がほ

しい。

被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 3月 5日 妊娠週数： 33週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

水や食べ物の援助をゆうせん的にしてほ

しい。 （水をもらいに行けずにくろうし

た）

被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 3月 6日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

安心して、何か異常が体に起こった時、

処置してもらえる大きな病院（入院設備）

が、何ケ所かあればいいと思います。ま

た、妊産婦を病院などに、移動させる時の

車の手配などがスムーズに行なえる）レート

が必要だと思います。



被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 3月6日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

地震のあと、ガスや水道が止まったの

で、お産を受け入れられないと言われた

り、交通手段がないので通えなかったり、

不安でした。今のお産は、病院で、医療器

機に囲まれて、出産しますが、多少、産婆

さんの様に、お医者さんの方が、通えない

産婦さんの所へ行ってみるとか、内診や、

ドプラーだけでもしてもらえたら、もっと

安心できたと思います。青空病院とまで言

いませんが、テントでやるとか、それを、

ラジオで広報するとか、もっとすばやく、

対応してほしかったです。

被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 3月 7日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

・精神的に落ち着けるような環境にあるこ

と。

•水道が使えること。

被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 3月 7日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

•まず心配したのが通院していた病院で出
産出来るのかどうか。衛生面で心配だっ

たので子供を正常に分娩し、母乳で育て

るという事を強く思いました。しかし避

難して来た実家では、なかなか、食事に

困り、おなかが張ってしまうので、 2オ

の上の子供を連れて、 1時間またないと
もらえない水くみが出来ないのを腹立た

しく思いました。

・出産できる病院の確保、そこまでの交通

手段の確保

・食事もレトルト・缶詰ばかりだと塩分の

摂りすぎにないしよくおなかが張ってい

た様に思うので、出来るなら交通規制を

して、災害のない所へ避難する、させる

のが一番だと思う。母子手帳を許可証

にして。
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被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 3月8日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

本当に幸いなことに地震後も断水とガス

が止まったけれども実家にいることができ

て（里帰り出産） 父が車を運転できるの

で同じ病院に通い続けることが出来まし

た。そしてその00病院でもああいう状況
にしては最善の対応をしていただけたと思

います。

被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 3月 9日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市兵庫区

新生児に対する、ミルク、清潔な水、確

保してほしい。産院と自分とは信頼関係で

つながっていることが今回つくづく感じら

れ万が一、その信頼していた病院などがダ

メな状態になったときの妊婦はなぜか精神

が不安定になりがちなので心のケアなどを

お願いしたいです。

被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 3月10日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

私は地震当日切迫早産で入院していまし

た。もしもあのとき水も電気もないところ

で未熟児が生まれていたら…と思うと今で

もぞっとします。 「もし今生まれたら助か

らないかも…」といわれましたしこういう

ときには他の病院に移すことがスムースに

出来るよう横のつながりを日頃から大切に

して欲しいと思います。 （コンピュー

ター、ネットワークを使うとか情報をまと

めることが必要だと思います。

被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 3月11日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

緊急に分娩、入院、診察を行える施設の

案内。 （テレビ等）



被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 3月13日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

助産婦さんや保健婦さんがまわってきて

くださいました。話をきいていただくだけ

でとても安心しました。私はそうだったの

ですが他の人はおむつの救援物資のことや

粉ミルクのことの連絡がいかず不便な思い

をした人がたくさんいたようです。そうい

う連絡や助産婦さんたちもじゅんかいがあ

るといいです 水や火がなく粉ミルクを作

れずこまるのでお湯のしきゅうなんかある

といいと思います。

被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 3月14日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

入浴ができなかったことで、体が冷え

て、妊しん後期だったこともありかいだん

を上がるのに足があがらなくなる車からお

りられないなどしんどかった。そして、出

産前にカゼをこじらせてしまい、出産が重

くなった。

被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 3月20日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

自分の場合もそうであったけど初めての

妊娠の方だったら普通でも不安なのに今回

の様な災害があったらなおさら不安だと思

う。物資の援助も必要だが心の支えが一番

必要だと思います。

被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 3月20日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

•安静、清潔、栄養等の確保。

・心理面でカウンセリング等。

被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 3月20日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

診察、相談、物資などをうけられる機関

等の情報を確実に広報していく手だてを考

えてほしい。
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被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 3月21日妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

私は、 4人目の子供がお腹にいました。

上の 3人はまだ小学校にも入っていない幼

児で避難所に行くことすら大変でした。私

は祖母がなくなり祖父も 9時間うまってい

て近くに住んでいた私達が全部助けたり、

しないといけなかったのですが、体を動か

すだけでとにかくお腹がはってはって涙が

止まりませんでした。お薬を頂いてずっと

毎日飲んでいました。食べ物を頂くために

並ぶ事も子供が小さいのと自分が体が思う

様に動かないのとで、できませんでした。

妊産婦には特別並ばなくても食べ物が頂け

る様にしてほしかったです。もっとすぐ動

いて頂ける方達がポランティア等してほし

かったです。

被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 3月22日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

・交通の寸断→こういう事態発生のさいに

は近所のCC病院で、というシステムを
未然に決めておく。

被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 3月23日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

季節にもよると思うけれど、もし、冬で

そういうことがあれば体があったかくな

るもの。などがいいと思います。

被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 3月25日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

家がもし被害にあい、住めなくなった

時、妊産婦は不安になるもの、 （特にお産

が近い人達は、安全な病院へすぐに入院で

きる様にする）その人達がずっと落ちつい

ていられる塩近・ミルクやおむつなども必

要。赤ちゃん左入浴芦サる許備・でもやは

り、水がでなくなると、バケッ両手に配給

にならぶのが妊産婦にとってつらいので、

水の援助は絶対です。



被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 3月26日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

幸い 私自身は家が全壊したもののあま

りこわいおもいをしなかったのですが、精

神的にダメージを受けた場合（その瞬間）

出産まで影響がないか。不安、心配が残る

と思います。そういう人達に対してカウン

セリングなどが必要だと思いました。

被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 3月28日妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

お湯、ミルク、おむつ（紙）などの援助

（私も、紙おむつの援助を受け、非常に助

かった）

被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 4月1日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

母乳がでない人のために、粉ミルクや紙

おむつ＆布おむつなど少しでもていきょう

してあげてほしい。少しの間だけでも出産

費など少しさげてほしい。

被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 4月 2日 妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

今回は幸い00さんが診て下さって
ホッとしました。もし、壊れていたらかか

りつけの医師より、他院を紹介して頂ける

と、心強いと思います。

被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 4月4日 妊娠週数： 40週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

災害が出産直前であったらどんなにか不

安だと思う。もし通院している病院での診

療ができないのなら病院から他院を紹介し

てほしい。

被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 4月5日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

やはり被害にあった人には心からの一言

がうれしいものです。
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被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 4月10日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

身体を冷やさないための暖房寝具、衣類

等。すぐに診察や相談が受けれる機関を

もっと身近に多数あればいいと思う。交通

機関が正常でないので遠くに行きにくい。

被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 4月11日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市兵庫区

紙おむつ、ミルク等の販売。

被災時住所： 神戸市長田区初産婦

出産日： 4月14日妊娠週数： 36週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

病院から病院への連絡が必要ー00産婦
人科へはとびこみではいって前の病院で受

けた検診も1からやりなおしでお金がかかっ
たため。入院によっても病院によって金額

が違うので不安がある。

被災時住所： 神戸市長田区経産婦

出産日： 4月15日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

今回のような事態にでもすみやかに対応

できる医療施設が各区にあれば安心感がも

てると思う。新生児、妊婦にとってガス、

水道、電気が不通の生活は大変な状態だっ

たと思います。



被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 1月17日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

私の出産した00病院は、被害が少な
かったものの、激震区だったので近所の

人々の救助に行ったり避難されている人々

で病院はてんやわんやだった。私は3人目

の経産婦なので不安はそんなになかった

が、結局、その日（地震の日）の夜に出産

した。スタッフたちは暗い中、かい中電灯

をたよりによくかんばってくれた。しか

し、入院中の 1週間、病院に来られないス

タッフもいたりで、人手がたりないのか、

薬を忘れられたり、何かと忘れられたりで

仕方ないとわかってるがとても不安だっ

た。ベビーも産まれてすぐ夜中も私と一緒

だったので寝不足でとてもイライラ不安が

つのった。とてもいやな入院生活だった。

スタッフも大変だとわかってるが、思い出

したくない入院生活だ。もっといたわって

（母も子も）くれたら…と思う。けれど、

この病院は産まれると花束のカゴをプレゼ

ントしてくれるのだが、今回は、だめだな

と思っていたら、バラ 1輪とカードを看護

婦から頂いた。 （こんなんでごめんね・・・と

言って・・・）とてもとても涙が出るほどうれ

しかった。このように、どんなに大変な中

でも、 1人1人患者に対する誠意を失わな

いでいてほしいと願います。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 1月17日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

医師や看護婦、さらに妊産婦自身も、

『妊産婦は病人やケガ人ではない』という

考えが心のかたすみにあるのではないかと

思います。そういう考えからくる遠慮や疎

外感をやわらげてくれる医療を望みます。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 1月19日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

地震後病院は一体どうなったのか電話が

どこにも通じず不安だった。

予定日を過ぎていたので、とり合えず病

院に行こうとしたが、交通がストップ、道

路には車が動けないくらいいっばいで、不

安だった。病院で水が使えなかったので大

変困った。ご飯ももっと温かいものが欲し

かった。だれもお見舞いに来るひまがなく

さみしかった。おむつ、ミルク等、もっと

援助してほしかった。病院には水をきらさ

ない様にして下さい！！
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被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 1月20日妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市西区

私は1月20日が出産予定日でした。地震
後3日では帝王切開の場合対応してもらえな
かった。手術に対応する病院がどこもな‘

かったらどうしようと思った。とても不安

な日々を過ごした。唯一ありがたかったの

は担当の先生からの電話のアドバイス、や

さしいおもいやりのある言葉でした。つぎ

の病院への紹介など親切にしてくださいま

した。だから今でもあるがたいとおもって

います。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 1月22日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

このたびの地震では水が一番大変でし

た。うちは主人の両親と住む大家族なので

皆で水くみに行きましたが、もし私ひとり

だったら大きなお腹をかかえて、お水や食

料品をどうやって与えたらよいのでしょう

か。本当に大変だったと思います。学校の

給水車はなかなか来てくれないし、なかな

か難しいとは思いますが、たくさん来てく

れたらと思います。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 1月22日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

今回のように、通院していた病院でみて

もらえなくなることや、急に他院にまわさ

れてしまうことがあるので、母子手帳に

もっと詳細な情報を記入していてほしいと

思います。 （出産前だったので、 “何か

あったら母子手帳だけもってにげだそう”

と思った）例えば、血型とか、胎児の体位

とか与薬etc。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 1月25日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

私は地震の一週間後に出産をし、分譲マ

ンションは全かいでしたが仮設及び県住等

の抽選の優先わくに出産前や出産後の妊婦

も優先的に（高れい者や障害者と同等に）

入れる様にしてほしかった。母親の検診

（地震直後の出産、家の全壊、子供達の

コーク外の学校幼稚面の送り迎え、引越し

等での体の変化）をみてほしかった。



被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 1月26日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

妊娠中は少しのことでもショックをうけ

やすいものです。出産したいと思っていた

病院でお産できなくなりそれも非常事態の

時に病院を自分でさがさなければならない

というのはとても不安です。私は出産間近

で先生に無理をいって病院を紹介していた

だきましたがお産する病院を自分でさがさ

れた人もいると思います。こういう時でも

妊産婦が安心して他の病院に移れるように

はならないでしょうか。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 1月29日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

予定日が近い場合は近くに分娩可能な医

療機関はあるのか、又助産婦などがいるの

かといった情報、そして出産に対する不安

などがないよう心身共に手助けしてくれる

と良いと思います。予定日でなくともたい

へん不安になりがちなので周囲の理解とサ

ポート（家族だけでなく近所のひともでき

れば）してくれるとありがたいです。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 1月29日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

体調に異常あるのに、かかっていた病院

が非常事態でつぶれてしまった場合、どこ

にれんらく、通院すればよいのか前もって

知っておきたい。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 1月30日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

・寒い季節には暖をとれるような援助物資

（毛布・布団類）

・緊急の場合の転送の受け入れ体制や医師

看護婦のボランティアは出張をお願いし

たい。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 1月31日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

情報一今回の地震では24時間出産対応の
医療機関がすぐに出なかった。数日してか

らテレピにでた。
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被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月 1日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

いかなる事態においても 確実にかつ適

切な医療がうけられる体制を整えてほし

し ~o

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 2月2日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

・病院の確保をしてほしい（水、ガス、電

気普及をできるだけはやくしてほしい）

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 2月 2日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

玄妊娠中、お腹の赤ちゃんの事が気になる

ので、早産などの危険がないかを診察す

る所を作ってもらいたいです。

女その産婦人科が出産できるのか、家から

近い所はどこの産婦人科になるのか。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月4日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

．震災後産院に検診の為訪れた時、 「赤

ちゃんの水」、紙おむつ等自由に持ち

帰れる様、用意されていたので出産後の

検診でいろいろいただけて助かった。

・地震の日、大きなお腹をかかえていたの

で一番の不安は病院が大丈夫か、ちゃん

と産むことができるかということだった

けどすぐ産院の方から連絡があり安心し

た。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 2月 5日 妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

少しでも早産や流産などにならないよう

にしてほしい。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月 6日 妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市長田区

商店が大火事。車はこんで動かない。そ

んな状態で子供の服やおむつなどのことを

一番心配していました。けどあちらこちら

できゅうえんぶっしが目につきかけよりま

した。すごくたすかりました。



被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月6日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：川西市

電気が遮断され外からの情報が乏しく動

きにくい身でもあり大変困りました。です

ので、何か別の形で情報を提供していただ

きたいです。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月6日 妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

いつでも受け入れてもらえるようにどこ

の病院も態勢を調えていてほしい。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 2月6日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

＊どの様なことがおことうと出産できる

病院管理（水道、ガスがたとえ断ったと

してもそれに変わるものがあるか）私自身

予定日が地震直後であったため、予定して

いて医院から、ライフライン（水道）がだ

めな為、転院しなければならないと連絡が

あった。実家（大阪）へ帰るにも交通機関

がマヒしており、臨月の私にたえられる状

態ではない。結局家で安静にし、ライフラ

インの回復を待っしかなかった。とても不

安だった。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月7日 妊娠週数： 38週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

一般の人から見て妊婦は病人ではないと

いう扱いがあたりまえで、たしかに病人で

はありませんが、つわりのひどい人、流

産・早産の心配のある人、等々他にもた＜

さんの身体的ないたわりの必要な人はた＜

さんあると思います。非常事態の時には、

お年寄り、身障者の方には、一番に手がさ

しのべられます。妊婦又は新生児をかかえ

るお母さんにも、もっと早くに、助けの手

をさしのべてほしい。
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被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月8日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

今回の場合、父 (0000)から00病
院の△△△△先生にお願いし、本当にお世

話になり、無事出産できました事を心より

感謝いたしております。私の場合、こう

いった連なりがありましたので幸いでした

が、全くこの様なッテのない方はどんなに

不安に思われた事でしょう。病院、医院に

必ずスタッフが精一杯頑張って下さってい

るのを見ると、スタッフに余裕のある所か

ら一定期間だけでも、スタッフのレンタル

ができないものかと考えます。特に今回の

様に被害の少ない病院へは患者さんが多く

集まり、現状のスタッフでは対応しきれな

かったのではないかと思われました。 （一

部病院では満床という事もあり、診療をこ

とわったと聞きます。）

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 2月8日 妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：加東郡

震災直後から、避難所の小学校にいまし

たが、門が開いていただけで、なにもな

く、昼頃になってやっと校舎の入り口が開

いただけでした。ケガをしている人や風邪

をひいている子供もいてせめて保健室だけ

でもすぐあけてほしかった。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月8日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

個人へのきめ細やかな 援助をして欲し

い。金銭面においても物質的な事において

も、すばやい対応と、援助があれば、少し

でも不安な気持ちから救われると思う。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 2月10日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

どの病院が診療をおこなっているのかを

すぐに確認できるようにしてほしい。病院

にいくまでの交通手段を完全なものにして

ほしい。



被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月10日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

・病院で被害にあっているような場合、対

応可能な病院や施設はどこか迅速に情報

提供してほしい。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月11日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

地震後一番心配だったのは出産する病院

が大丈夫かということでした。地震後は全

く電話がつながらなかったので車で行って

確かめました。又、断水時に給水場所を

もっと明確にして欲しいなど地域の情報を

もっとわかりやすく伝えて欲しいと思いま

す。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月12日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

・ミルク、紙オムツの配給

・きれいなお風呂

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月12日妊娠週数： 34週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

私が困ったことは、 7カ月 (H6 11月

末）まで仕事をしており、産休に入ってた

ら出産用品をそろえようと考えたいとこ

ろ、 1月17日をむかえて、神戸は物資すら
少なく、実家は全壊で両親は避難所生活、

不自由以上の困難さを感じて、出産をむか

えました。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 2月13日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：洲本市

水、ガス、電気は必ず確保して、いつお

産がきても対応できるようにしてほしい。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月13日妊娠週数： 33週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

•新生児に必要なおむつ、ミルク、着る物
など、不足になる事のない様、救護物資

をお願いしたいです。

．避難所での診察・相談所なども少しでも

多く設けてほしいです。
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被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月15日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

精神面での援助。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月15日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

急な病院の変更で、とても出産に関して

不安であったので精神的なケアをお願いし

たい。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月16日妊娠週数： 41週帝王切開

出産病医院の住所：明石市

私の場合、とても大きなショックを受

け、精神的に不安定になり産後もそれが長

く続いている。出産後のケアを大切にして

もらえたらと思う。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月16日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

自宅からなるべく近い病院で、すぐに診

さつしてもらえるような設備にしてもらい

たいです。 （地震の為、一担遠くの病院

に入院させられてとても 不安だったの

で。）

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月17日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

地震後病院を探すことで苦労しある病院

でかなりの時間待つことに大変苦しい思い

をしました。待ち時間の大変さはお腹の大

きいときには本当にこたえるのでそのへん

を考えてほしい。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月17日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

食料がなく困った。カルシウム…などを

子どもの為にと考えて食事をしていたのに

全く食べるものがなくあっても 1回の食事

におにぎり 1コとかで自分もおなかがすく
し赤ちゃんに大丈夫か心配だった。

風呂が入れず不潔、特に私は清けつにす

るように医者に言われていたのに、水がな

く他人の家だったし何もできなかった。



被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 2月17日妊娠週数： 37週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

非常時にも混乱をきたさず即時に対応出

来る医療態勢を望みます。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 2月17日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

たまたま去年12月末に引越し、出産間近
でも仕方なく転院しましたがかえってそれ

で助かりました。 （以前の所はこわれたた

め） 早い時期から早産の心配があったの

で今回もいつ生まれるか心配でした。妊婦

はみなそうだと思います。どこででもとに

かく安全に生みたい！ どこの病院なら生め

るか、安全か そして、やさしく受け入れ

てほしいですね。これからは、もっと早

く、確実に、情報がほしいです。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 2月18日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

避難所にいて病院に行きたくても、交通

機関が、不便なので、いけなかった。だか

ら、妊婦検しんなどを、かんたんにでも、

避難所などでもうけてくれてたら、少し

は、安心できた。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月19日妊娠週数： 42週自然分娩

出産病医院の住所：明石市

ミルク、おむつも必要でしたが、ほ乳び

んを洗浄する必要もあったし（煮沸消毒

等）子供がお風呂にはいれないのが、かわ

いそうです。 （今回は寒い時期ですが夏だ

と最悪です）医療に対しても小児科対応が

あまりなかったように思える。妊婦のみ避

難所確保が必要だと思います。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月19日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

私の場合、もうすぐ36週目という時期

だったので、検診も週に一度になっていた

が、水道が止まっていたので、入浴に困っ

たりしました。他は用意していた赤ちゃん

の物、入院に関する物等、実家が全壊でと

り出せなかった為、遠方の知人に買って来
てもらうなど少し大変でした。
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被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月22日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

ホームヘルパーのように助産婦の資格を

持つ人に登録してもらい、非常事態の妊産

婦の急な体調の変化の際に かかりつけの

医院または病院に連絡をすれば、自宅に

助産婦さんを派遣してもらえるような組織

を作るべきだと思います。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月23日妊娠週数： 39週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

この度の震災では病院の被害もさほどな

かったようですが水やガスが止まり大変

だった時期もあったようですが出産が無事

に出来たのでよかったです。しかし病院が

まったくダメだった場合どうなったか考え

るだけでもとても不安に思います。そんな

患者の心理に答えるよう次の病院の手配な

どの用意をすばやくお願いいたします。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月24日妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

妊婦はただでさえ精神が不安定なときが

あるので対応に一番気を使って頂きたいで

す。



被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 2月24日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

当時、 「私は、出産することができるの

だろうか？いつもの先生にとりあげてもら

えるのだろうか？いきなり知らない病院で

うむのだろうか？」と不安にかられた。

今、考えれば、ちっぽけな事だけど、なぜ

か、涙が、出て困った。病院や先生も被災

者で、それどころではないことは、もちろ

んわかっているが、数日後にでも、 「大丈

夫ですからね」と声をかけてもらいたかっ

た。個人病院だったので、よけいに“その

先生だけ'’しか知らなかったから ちがう

病院なんて絶対イヤだった。こちらから電

話して、話ができた時、パーツとまわりが

明るくなった気がした。

あと、主人が、実家や、仕事場が大変

で、私のことや、第 1子の3オの（当時2
オ）子供の世話どころでなかったので、上

水吝布らいに行くてTトさえ＊ぎなおなかで

は無碑があっ炉近所の人も自分達のこと

で大変で頼めなかった。自分の家に居た

かったけどそれが理由で大きな荷物をもっ

て実家に帰った。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月25日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

おむつやミルク他赤ちゃんにいるものを

救援物資していただきたい。 (00産婦人
科ではそういう物があったのですごく助か

りました。ありがとうございました）

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 2月25日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

唯でさえ心も不安定な時期ですので、リ

ラックスできるようなテープを、集まって

流してもらったり、話し合いの場を設けた

り、又、安心してお産のできる医療機関を

紹介してもらえたら、随分安心できるので

はないか。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月27日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

いざというとき頭にうかぶのは119へ
TELすることぐらいです。けがであろうと
陣痛であろうとすぐに指示をしていただけ

ると安心。
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被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 2月27日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

今回の地震では大きな被害もなく、お腹

の方もさいわいに異常がなかったので、私

自身あまり不安もありませんでした。た

だ、このような災害で、分娩施設が使用不

可能になった時など、急にお産の兆候があ

らわれてきた場合、自宅でも緊急に出産で

きる最低限の知識も母親学級などで教えて

いただきたいと思います。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 3月1日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

検査や治療がすぐに受けられる体制を整

える。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月 1日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

落ち着いて休める個室（プライバシーが

守れる）場所に避難でき、何かあった場

合、すぐに病院にかけつけたりできる体制

を整えてほしい。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月3日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

妊産婦さんにはやはり検診と心のメンタ

ルヘルスなどのカウンセリングをしてあげ

るべきだと思います。 （私は2回目のお産

でしたけど 生むことに対してとても不安

で毎日がゆううつでした）

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月3日 妊娠週数： 37週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市西区

どこの病院でも母子手帳を持っていけば

紹介状がなくても診てもらえる様にしてほ

しい。その場一時の診察だと診てもらえる

が最終的に出産までかかるとなると（後期

に入っていたものあるが）紹介状がないと

診れないと ことわられた病院もあった。

この震災ですぐにはカルテはとり出せない

状態ですぐには紹介状は書いてもらえな

い。なのに紹介状がないと診てもらえない

で (8カ月なのに）出産病院が決まらない

いらだちと不安でいっぱいでした。



被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月3日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

水くみなどの重労働を援助してもらいた

い。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月5日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

「どこの病院なら診察してくれる」とい

うことをなるべく早くにしらせてほしいと

思います。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 3月 5日 妊娠週数： 39週

出産病医院の住所：神戸市北区

赤ちゃんに必要な水、ミルク、おむつな

どをすぐに配給してほしい。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月5日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

異常があるときすぐ受診できるようにど

こに行けばいいのかを誰でもがすぐわかる

ようにしてほしい。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月5日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

今回の地震で、食事、買い物、とくに水

の配給にこまった。寒い中、重い水をかか

えて運ぶのはつらかった。

出産、診療がどこまでできるのか、情報

がとぼしかったことの改善。自然分娩をす

るつもりがお薬での計画分娩をしなければ

いけないようにならないこと。

交通事情で、先生の立ち会いが出産に間に

合わないようなことがないように。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月7日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

自家発電等で、緊急の手術等にも対応で

きるようにしてほしい。
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被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 3月 9日 妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

かかりつけの病院が被災して診療できな

いときは分娩の近い妊婦の受け入れ先を紹

介するか問い合わせがあったときは診療可

能な病院を案内してほしい。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月10日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

妊産婦さんは、非常事態の時、病院に行

きたくても行けないかもしれないから、病

院の方から、看護婦さんでも誰でもいいか

ら、来てくれて、血圧や脈を計ったり、お

腹の赤ちゃんの心音をみてくれるだけでも

安心できると思います。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 3月11日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市東灘区

緊急時に、何かあった場合の為すぐに行

ける病院の情報を提供してほしい。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 3月13日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

どんなときでも安心して産める場所を確

保してほしい。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日：・3月16日妊娠週数： 31週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

妊産婦に限らず、子供、お年寄り等の休

める所を確保したり、診療所を、各避難所

に作ったりできれば良かったと思う。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 3月17日妊娠週数： 30週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

どこでみてもらえるか？又、どうしたら

よいか、早く確実にみて頂く又は連絡をと

れるようにしてほしい。



被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月18日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

今回は冬場だったので週一度のお風呂で

も我慢できましたが妊産婦はそれでなくて

も体を休めたりもしたりしなくてはならな

いので、おふろや個室を確保できるように

してもらえたらと思います。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月18日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

今回の地震では、水の確保が一番大変で

した。一日一日体調がおかしくなっていく

のがわかりましたが、水くみを休むわけに

もいかず、もう少し水の出るのがおそけれ

ばどうなったことか。具体的な案は思いつ

きません。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月18日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

・どこに行けばお産できるのか、異常が

おこった際は どこは行けばいいのか、

そこへいくにはどうすればいいのか等

の情報がすみやかに正しく伝えられる

こと。

•水くみや物資の運搬などの力仕事はとて
もつらい、手伝ってくれる人がいればう

れしい。長時間 並ばなくてもいいよう

にしてほしい。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月20日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

紙おむつの支給（水道が止まった場合）

妊産婦というより赤ちゃんのいる家庭には

水の支給（ミルクを与えているお母さんに

は）ミルクの支給を早急に行ってほしいと

思います。又、今回の地震によって避難所

生活を行っておらえれる方の話などをテレ

ビ等で見たりして思ったことですがせめて

3カ月ぐらいまでの赤ちゃんは雑菌から

守ってあげる為にもお風呂は別（たとえば

沐浴）にしてほしいと思います。
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被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月20日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

混乱時妊婦の身で銀行へ行けない。又は

行く手段がない等考えられる場合には診療

費を後払いにできるようにとりはからって

頂きたいと思います。私自身水道がとまり

スーパーでものが買えずとても銀行へいく

どころではありませんでした。たまたま手

持のお金があったので困りませんでしたが

困った方もいらっしゃったのではないかと

思います。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 3月20日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

産院が妊産婦や新生児のために何か「災

害時でも機能を失わない。災害時に役立て

る」拠点となり神戸市内の産院同士が横の

つながりを強くして 1つのラインとして運

営していただけたらと思います。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 3月21日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

今回の災害時病院の看護婦さんより検診

日を直接電話してくださりまた体調等のこ

まかいことまで気を配っていただいて力強

く思った。またテレビやラジオなどでもど

こに行けばすぐ検診してもらえるかなど(J)

情報を一日も早く流してほしい。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 3月21日妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

今回の地震で私が感じた事は看護婦さん

の1本の電話でした「だいじょうぶ？」そ
れだけでしたがすっごくうれしかったで

す。妊産婦は何かと不安がつきものです。

一声がすごく助かるときもあるのだなあと

思いました。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月21日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

・検診がどこでも請けられるようにしてほ

しい。

•もし何かの時の場所が確保できているか
確実な情報がほしい。



被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月21日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

今回の地震でも妊産婦には、特別な扱い

的なところがいくつかありましたが、やは

りどんな時でも 妊産婦をみんなのやさし

さや援助などでどんどん救われることがあ

ると思いますし、思いました。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月22日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

今回の地震では、たまたま主人の仕事場

が全壊で手があいていて、車で病院までい

けたので 不便はありませんでしたが、も

しそれがなければ 2オの上の子をつれて

道の悪い所を歩くのはとても大変だったと

思います。電車もすごく混んでいたし、道

も混んでいたし。そのへんが何かあれば

と思うのですが・・・大きな病院の時は専用の

バスを出すとか・・・）アメリカなどでは子供

や女性にたいしてとても親切なのに対して

日本ではそれが感じられません。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 3月23日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

精神的に安心できる場所やカウンセリン

グなどがあればよいのでは。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 3月23日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

地震の時はお腹が8カ月だったので、給

水（運搬）がたいへんだった。すまいが4

階だったのでしんどかった。食べ物もスト

アーがあいてもすごい人だったしお腹の大

きい私たちには買物なんてできない。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月23日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

子供（うまれたばかり）に対してのすみ

やかな行動。私は、震災から 2カ月たって

からの出産だったので医療、援助などは十

分でした。が、おむつ、などの不足があり

ました。私共が住んでいる所は、一部損か

いなのでおむつが近所にあまりなく、実家

の方からもらいました。

-44-

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 3月24日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

妊産婦にかぎらず病院はいざというとき

のためのライフラインを確保しておくべき

だと思いました。病院へいって手当てをし

てもらえないというのは悲しいことです。

しかしこの度は病院関係のみなさまはとて

も大変だったしよくがんばっていたと思い

ます。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月24日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

やっばり早産したり現に小さな赤ちゃん

がいるとちゃんと病院がやっているのか、

ミルクおむつ着がえ赤ちゃんに必要なもの

すべてがととのっているのかとても不安で

す。この地震の時も 8カ月だったので早産

にならないかなととても心配でした。生ま

れてもガスも水道もなかったので赤ちゃん

のことだけを考えていました。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 3月25日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

もっとラジオでもいいから、情報をいっ

ばいながしてもらいたい。オムツなどのく

ばっている場所なども、こまかく情報をな

がしてほしい。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日：・ 3月27日妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

ミルクや紙おむつなどをわけてもらえる

ようにしといてほしい！ （お店で、うりき

れの場合があるので）

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月28日妊娠週数： 39週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

妊娠8カ月、むくみと体重増加で腰痛のひ

どいとき、電気がなくて動きがとれず1日
12時間も横になる日が続きますます腰痛が
悪化した。さらに食事が菓子パンや弁当

等、砂糖、塩分の多いものになってしまい

体重は増加した。 2週間してカセットコン

ロの配布があり自炊ができるようになって

ありがたかった。避難所等では減塩のもの

などが必要ではないかと思う。



被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月29日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

そういうときこそ定期検診をして欲しい

ものです。地域の保健所などを利用してし

ていただけたらと思います。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月29日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

最初の頃は水も食料も届かず毛布なども

なくて困りました。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月30日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

私の場合地震から 2カ月以上たってから

出産したので特にこまったことはなかった

が、たぶん水がまだ出ていなかったりした

らこまっただろうと思います。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 3月30日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

テレピ等で見て思ったのですが、避難所

で生活している妊産婦さん達の食事は片寄

らないのかなと…パンと牛乳という日が何

日も続いたりで、せめて食事だけでも何と

かならないものかと思いました。又、当日

からお産だった人の話を聞くと、赤ちゃん

は産湯につけてもらうことができなかった

と・・・水というものがいかに大事なのか…そ

の為にも水の予備はいつでも備えとくのが

良いと思いました。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 3月31日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

妊産婦にとっては毎回通っている病院に

すぐ行けるか、どうか不安だと思う。 （交

通機関 電話等に不通）その区ごとの避難

所等に産婦人科の先生が2人位はいてほし

いと思う。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 4月3日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

非常事態には普通の人より神経も精神も

高ぶっているので少しでも早く医院からの

連絡が待ち遠しく安心したかった。

-45-

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 4月3日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

私は妊娠中でしたが友人などは子供のミ

ルクが買えないといっていました。私が

通っていた病院には粉ミルクや紙おむつが

たくさん置いてあり持ち帰れるようになっ

ていましたがよかったと思いました。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 4月4日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

テレビでは色々と放送されていましたが

妊産婦に対しての安心できる放送もほし

かった。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 4月4日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

地震の次の日、ラジオで、産婦人科の先

生が、 (00区だったと思うが）出られて
診療を、やっておられること、あの日、誕

生した赤ちゃんがいて、母子共に元気であ

ることなどを、話されているのを聞いて、

心強く思いました。私も、頑張ろうと思い

ました。自分の受診していた病院は、被害

の少ない地域だったので、多分診療しても

らえるだろうと思っていましたが、地震か

ら数日は、電話もかかりにくかったので、

ラジオなどで、情報を、非常時に流しても

らえると、 （診療をしている医院や、気を

つけることなど）助かると思います。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 4月5日 妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：明石市

今回の震災で最も困ったのは水が出ない

事でした。給水車は来てくれましたがマン

ションの13階に住む私にはその水を運ぶこ
とができず結局親戚宅に避難することにな

りました。水がなくて困ったのは皆さん同

じでしょうが重い物を持てない後期の妊婦

には、給水車が来るだけの水の援助はあま

り援助とはならなかったようです。何か方

法はないものでしょうか。



被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 4月5日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

身体的にも精神的にもおちつける場所と

人（助産婦など、お腹の子どもの異常などが

相談できる）の確保。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 4月6日 妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

今回のお産は3回目で、地震の時は安定

期でしたが、自宅も、産婦人科も被災地

で、病院からの連絡とかが、してもらって

いたらもう少し安心できたのではないかと

思える。たまたま 病院はどうなってるの

かなと前までいったたおりに、聞いていた

ので診てもらったが、それまで、病院をど

うしようかなと不安だった。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 4月 6日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市垂水区

避難所や車内で約 1カ月間過しました
が、やはり集団の中なので 安眠が出来な

かった。 （出来れば妊婦などハンディのあ

る人は、たとえば病院があいていたら病院

で過すとか、他に施設を設けるなどして、

精神的に安定できるようにして欲しい。）

妊婦は薬も飲めないので、風邪の流行など

で、つらい思いをした。体も思うようには

動けないので、避難所でいろいろ手伝うこ

とがしにくく、他の人にも迷惑をかけた。

物資の食事では栄養バランスが悪く食欲も

なく、少しやせた。（当時私の場合8カ月で

した）

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 4月6日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

子供が、地震時にはお腹の中にいたの

で、 （被害もなく）心配事はなかったが、

もし、出産して自宅にいたとしたら、入浴

のこと、紙オムツ、また水くみなど、いろ

いろな子供に関してできなかったことが

あったと思う。そのような場合、自力で、

どうしてもできないときは 病院で、援助

体制をとってもらえれば助かる。
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被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 4月 7日 妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

00病院などは震災後けがや病気をされ
ている人を優先に入院させていたので、産

科などは震災の前から通院していた人のみ

受け付けますということだったようで、病

院側もベッドも先生もおられないので受け

入れられないのはよく分かるけれど、実

際、震災前から通っていた病院に通いた＜

ても交通手段がなく通えない人や、病院が

倒壊してしてしまったり断水などで機能し

なくなって、通っていた病院にも断られた

人もおられたようなので、ケガ人や病人同

様に妊産婦のことも考えてほしいと思っ

た。それから電車も使えなく、道路も規制

されているときの病院へ行く交通手段も考

えてほしい。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 4月8日 妊娠週数： 27週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

病院がいっぱいでたらい回しにされると

大変なことになるので、妊産婦だけの救急

センターがあれば良いと思う。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 4月9日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

・交通網の確保。

•他地域よりの医療機関の公共施設等を利
用しての一時的な開設。

・非常時の医療がどこで どんな風に行わ

れるかの基本的なマニュアルの作成。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 4月9日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

長男が震災の時 まだおむつがとれてい

なかったので、おむつの買いだしにこまっ

た。下はまだ生まれていなかったのでよ

かったのですが、やはり、水、ミルク、お

むつが子供達にくばられるよう無料でどこ

でもらえるかしてほしいです。



被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 4月10日妊娠週数： 41週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

地震の翌日避難所に1日滞在したのですが
妊婦だということで配りょしてもらえな

かったのが残念です。 （食べ物をたくさん

くださる方もいたのですがパン類ばかりで

したし冷たい体育館でみなさんと同じ条件

で一夜を明かしました）わがままなのかも

しれませんが配りょしてほしかったです。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 4月11日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

衛生状態のよい所での生活。食事や入浴

など。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 4月12日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

阪神大震災のときも言われていましたが

赤ちゃんのためのおむつ、粉ミルク、水、

又着替え、お風呂等困ることのないように

してほしいと思います。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 4月12日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

1.妊産婦のいる各家に、担当者の先生が

往診にきてほしい。

2.家でもちゃんと出産できるように、近
くに助産婦さんがいてくれると少しでも

安心するのですが。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 4月12日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

なるべく通院している所で出産できるよ

うにしてほしい。 (Telなどの対応とか）
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被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 4月12日妊娠週数： 35週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市兵庫区

・地震の当日の夕方から主人が会社へ行き

3日間帰って来なかった。兄弟が水や食

品などを運んでくれなかったら、 4Fま

で階段だけの住宅で困るところだった。

同じ住宅の人もいろいろ気づかって下

さったので大変助かった。これらの助

けがなかったらと思うと少し恐いです。

・通勤にバスを利用していたが、冬場で

コートなどを着ていると妊婦と分かっ

てもらえずオレンジシートに座っていて

少し緊張した。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 4月14日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

テレビなどで開業の受け付けの有無、時

間を知らせてほしい。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 4月14日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

当日にお腹がいたくなって不安だったと

きラジオで (AM神戸） 00医院が異常のあ
る人は来てくださいと放送して下さったの

で精神的にとても安心しました。 （電話も

不通で不安だった）

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 4月14日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

入浴、シャワーができるところ（一般の

人とは別に、妊産婦用の）を開放するな

ど。



被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 4月14日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

今回の地震でいちばんこまったのは、交

通機関が止まってしまったことです。主人
は、仕事がいそがしくなり車で、送っても

らうことが出来ず、私は、主人の実家（西

明石）に避難していたので、とても病院ま

で行くことが出来ず、 2週間おきの検診

だったのですが、結局、 2カ月ほど、行け

なくなりました。私は、そんなに異常など

もなかったので良かったのですが、何と

か、タクシー代など（今回は、タクシーも

走っていませんでしたけど・・・）の援助など

があれば、少し、ちがっていたと思いま

す。

被災時住所： 神戸市須磨区初産婦

出産日： 4月15日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

体調悪化などが起きたときの病室の確保

と精神的ケアも含めた時間をかけた診察お

よび問診がどこの医療機関でも受けられる

ようになると良いと思います。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 4月15日妊娠週数： 42週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

妊婦の体の異常が心配なので診察を十分

にしてほしい。

被災時住所： 神戸市須磨区経産婦

出産日： 4月15日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

地震の時、新聞やTVなどで電気がとまっ
たりした時、新生児室や病院など暖房がき

かずに毛布などをかぶって、赤ちゃんに

ひっついて、あたためあったとかろうそく

の火だけ出産になっとか、私自身はそうい

う目にあわなかったけどさぞ心細く不安

だったと思う。でも人間って強いなぁと

思った。病院だけは、自家発電のようなも

ので、せめて新生児室だけでもそういうこ

とにならないよう、希望したい。でも先生

や看護婦さんの言葉だけでも安心できるの

でどんどん話をしてください。
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被災時住所：神戸市北区 経産婦

出産日： 1月17日妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

水の確保、安心して出産に臨めるように

少しでも多くの看護婦さんや助産婦さんに

励まされたいのではありませんか？私は入

院したとき 1人だけだったので余震がとて

もこわかったのですが看護婦さんが新生児

室にいっしょに泊まって下さってうれし

かったです。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 1月17日妊娠週数： 34週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

・出産前については、検診を受けられる病

院等の紹介、居住地の確保

・出産後については、ミルク、オムツ等、

赤ちゃんの必要なものの供給を 1ばんに

してほしいと思う。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 1月17日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

妊産婦専用の避難所を希望します。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 1月17日妊娠週数： 34週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

震災の当日 1月17日に出産しましたが
地震発生の 2時間程前の出産でした。

(2 : 5 1)浜側の方に比べ北区の病院は
被害も少なく入院中、特に不便は感じませ

んでした。ただ帝王切開だったので自分自

身の身体が動けず、次に大きなのが来て建

物が壊れたら助からないなーと思い、とて

もあせりました。他の病院からの患者さん

やショックで流産しかかった方がたくさん

こられてみなさんとても忙しそうでした。

私自身はほとんど地震の不便さを感じるこ

となく（病院にいたため）退院、実家で2

週間程過ごし、家に帰った頃には、平常通

りに生活をすることができました。



被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 1月18日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

私の場合地震当日、 CC病院へ入院させ
てもらいました。北区なので被害はないだ

ろうと思っていたのですがガス、水道は使

えませんでした。 00消防署の方にきいて
△△病院へ行ったのですが三田市内はほと

んど被害がなかったし受け入れ体制もとり

やすかったと考えます。消防署の方で病院

の被害状況を把握していてもらいたかった

です。かえって病院のスタッフにご迷惑を

おかけしてしまったと思います。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 1月20日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

物的な援助はもちろん必要だと思うが精

神的なケアもそれ以上に必要だと思う。

（非常事態によって母親がパニックになら

ないように）

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 1月20日妊娠週数： 38週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

1つの病院、医院に妊婦が殺到しないよ

うに適切な人数配分をしてほしい。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 1月21日妊娠週数： 37週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

・ミルク おむつの確保。

・開業している病院の紹介。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 1月21日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

私は特にこれといってなかったが同室の

出産後の母親達が震災後バタバタしている

のはわかるけど不安なこときいてもらえな

いのが嫌だなと話していました。
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被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 1月21日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

00病院では地震後、大きな余震にそな
えて各自自分の赤ちゃんを連れて避難でき

るようにと、急きょ母子同室にされた。そ

の判断は正しかったと思うが、衛生面等、

すべての状態がととのっていないなかだっ

たので、各部屋に分散した赤ちゃんのケア

をする看護婦さんも大変で、なかなか手が

まわらない感じだったし、親もミルクの用

意やおむつの不足分をとりにあるいは沐浴

にと、何度もカゼの菌のまんえんしたロ

ビーを通って、新生児室へ往復し親もすご

＜疲れた。緊急時の体制として、各部屋に

も備品が必要。赤ちゃんをおいて部屋を出

る用事が多く外部からの人の出入りも多

く、連れ去られないかと不安を感じたし、

これではいざという時赤ちゃんをつれて避

難できないと思った。夜間余震のたびにと

びおきたが、もしもの時はどう避難するの

かわからず不安だった。避難の仕方の説明

も必要。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 1月22日妊娠週数： 37週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

・衛生用品、下着、冬期であれば保温のた

めの衣料（レッグウォーマー、ひざかけ

等を含む）の早急な配送。

・十分な生活環境のない人のための入院

（生活）施設c

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 1月22日妊娠週数： 39週

出産病医院の住所：神戸市北区

新生児多数の場合、当直の看護婦さんの

人数は増やして欲しかった。夜間の余震の

時、とても心配で、結局自分の手元に置い

ていた。緊急時には他の病院からヘルパー

の派遣は無理なのでしょうか？

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 1月23日妊娠週数： 34週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

私のなども地震のあと気持ちが沈んだり

涙もろくなったりしたので（体）心のケア

をもっと大切にしてもらいたいです。



被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 1月23日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

避難所で過ごしていた方はきっと精神的

にも肉体的にも疲れがあったのではないで

しょうか。衛生面、特に体をせいけつにし

たいだろうし、食べ物も栄養がとれないだ

ろうし、私自身は、水とガスがとまっただ

けで、まだ家もあり、ゆったりできました

が、やはり、出産が近かったため、おふろ

には入りたいと思いました。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 1月24日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

電話が通じなかったので連絡方法とか。

とつぜんの破水とか、考えるととてもこわ

いです。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 1月24日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

私のかよっていた病院は被害があまりな

かったのでよかった。地震後は水が出な

かったので困った。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 1月24日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

・プライベートを確保できるようにして欲

しい。

・シャワーだけでもできるようにしてほし
し)0

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 1月25日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

地震で思ったのですが私の場合は北区の

病院で受けつけてもらえましたが地震以後

なかなか交通機関が悪く水はないしガスも

でず新生児をかかえとても困りました。老

人のおられる家庭もたいへんですが新生児

のお水の確保がもっとできたらと思いまし

た。
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被災時住所：神戸市北区 経産婦

出産日： 1月26日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

大きな災害の時は皆必死でとても多くの

ことを望めないとは思います。でもせめて

赤ちゃんや妊産婦さんが安全でいられる場

所はどこかっていう情報が速く伝わればい

いなと思います。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 1月27日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

今回の災害のようなことがあった場合精

神的なショックが非常に大きくそのために

体調もくずしやすくなります。そのような

不安を少しでもやわらげていただくために

も緊急の医療施設を整えまた、どこにある

かなどの情報を妊産婦に教えてください。

また、家庭での応急処置なども教えてくだ

さい。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 1月27日妊娠週数： 37週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

断水になり、水不足でたいへん困ってい

たので、水の確保は大切だと思う。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 1月27日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

悲常事態においては、全ての人に当ては

まると思いますが やはり精神的なケア、

及びフォローが特に病人及び妊産婦には必

要だと思います。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 1月28日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

診察してもらえる病院等がすぐわかるよ

うな情報を流してほしい。



被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 1月31日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

・出産の時に電気や水道が止まらないかと

心配だった。

・出産後母子別室であったため地震があり

3階であったためよくゆれたので、其の

とき赤ちゃんが心配になりました。

（そのとき赤ちゃん20-22人くらいいまし
た）

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 1月31日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市灘区

・希望ではないのですが妊婦であった自分

がこれだけしていただいて満足だと思い

これ以上の希望はなかったので書かせて

いただきます。

・地震当日予定日までわずかでした•••私の
通っていた病院は被災地でも本当にひど

いところ（灘区）でしたさっそく一度病

院へ行ってみました。幸い自宅のほうは

水道、ガス、電気全部平常通りでしたの

で回りが「わざわざ全部止まっていると

ころに行っお産しなくてもいい」といわ

れ何日も悩みました。先生に一度お話し

しようと思いましたところ「紹介状をか

いてあげてもいいよ」といって下さり私

としては本当は今まで通っていていまさ

ら別の病院には移りたくなかったのです

そこで先生が一言「病院はなんともなっ

てないし本来お産は水はあんまり いら

ないもの」と安心させてくれました。そ

れで私は「やっぱりずっと通っていたこ

こで産もう」と決心しました。入院中も

患者さんには何不自由ないよう食事もな

んとか入浴もさせてもらい本当に満足し

て入院生活をすごしました。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月1日 妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

今回の場合冬でしたので入院中暖房がな

かったのが一番つらかったです。入院後夜

中に破水し寒い階段を一人で上がり、寒い

診察室にひとりで下半身裸で待たされたと

きは寒くて歯が鳴りました。上記より電気

ガス、水道等が使用できな気なる場合を

想定し代替設備を用意しておいていただけ

ると良いと思います。
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被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月 1日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

離乳食•お乳など、回りの県などから
送ってきて下さった様ですが、実際、それ

がいる時は来ず、おちついてから来たので

その辺のルートをもう少し考えてほしいな

と思いました。テレビ等で受付けてくれる

病院名が流され、実際、そちらの方へ伺っ

ても、受付けてくれなかった病院がほとん

どだった。病院は、できれば自家発電、プ

ラス水のタンクなどあればいいなと思いま

す。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月1日 妊娠週数： 41週吸引分娩

出産病医院の住所：明石市

神戸は母の家に地震の時居ましたが、本

当は明石の団地が私の家です。明石は大分

長いコト断水していた様ですが、私、その

時、明石にいたら水をもらいに5階から 1
階までりん月のおナカでおもたい水をかか

えて往復する所でした。なんとかなるとい

いですね。後、最初の頃、神戸から明石へ

に道がなくなり、どこで産もうかと思った

時、近くの病院は一杯で、どこも“うちは

ダメ”他を当たって下さい。とたらいまわ

しにされました。その辺をなんとかしてほ

しいと思います。 （予定日より遅れたから

いいですけど）

被災時住所：神戸市北区 初産婦

出産日： 2月1日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

・地震があった後、子供を産むにあたって

いろいろな不安がありました。地震が

あってから、しばしば、おなかが痛く

なる事があったので…

•水がまだ止まっている状態で子供が産ま
れたらどうしよう…などでも希望といっ

てもみんなが大変な中なので・・

ただ不安を解消してくれる事だけをのぞ

みます。 （具体的に？っと言われたら分

からないのですが…）

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 2月 1日 妊娠週数： 38週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

非常事態後すぐ無料で異常がないか、診

察してくれる様にしてほしい。



被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月 2日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

今回の地震後の入院時には水の確保を完

全にしていただき非常に助かりました。今

後も確保できるようにお願いします。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 2月2日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

優先的に出来たらと希望します。

被災時住所：神戸市北区 経産婦

出産日： 2月2日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

安心して出産できる状況にできるだけは

やくしてほしい。 （出産場所や医師の人数

など）

被災時住所：神戸市北区 経産婦

出産日： 2月2日 妊娠週数： 41週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市須磨区

自宅から出産予定の病院へは普段は車で

30-40分位で行けるのですが、地震後交通
事情がとても悪く、陣痛でもおきたら間に

合うのか等とても不安でした。近くの産院

にそんなとき急に行ってよいものかわから

ずもっと普段より、非常事態の場合どうす

ればいいかを知らせていってもらいたい。

例えばそのようなことを冊子にして母子手

帳交付時に渡す等。

被災時住所：神戸市北区 経産婦

出産日： 2月3日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

急にお産がはじまってしまった時に通院

していた病院が被災していた場合どこです

ぐにみてもらえるかなどの情報がすぐわか

るようなシステムがあればいい。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月 3日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

身体を休めることのできる場所と食事が

必要だと思う。
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被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月3日 妊娠週数： 39週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

今回の地震の際にミルク・オムツ等の用

品の不足で大切困った方も多かったと思い

ます。北区でも、物資が少なく出産後のこ

とを考えると不安に思うことがありまし

た。もし万一こういうことが、またあった

場合病院・保健所など、どこでもいいけ

れど購入ができるようにしてもらいたいと

思います。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 2月4日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

夫が消防勤務のため非常時いつも留守な

ので自宅での診察ができれば助かります。

被災時住所：神戸市北区 経産婦

出産日： 2月 4日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

妊娠中でとても不安があったためどの病

院が受け入れてくれるのかとても心配でし

た。今回この質問には関係ないが前の病院

で診察を断わられ (35週）にはいっていた

ため 1週間に 1回の検診を受けられずかぜ
もひどかったのでとても不安だった。前の

病院では他の病院も紹介してもらえず出産

後も連絡がなかった その病院の先生が週

刊誌に色々「地震の時に子供を取り上げ

た」とかボランティアで避難所で妊婦検診

をしたことをとりあげられているのを読ん

でとても腹が立った。



被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 2月5日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

今回の地震などで私は大丈夫だったけれ
ど友人が流産しました。異常にきずきすぐ

に119番したそうですがだめだったという
ことで。そのような際でも車の中で何件か

の病院に電話をしてその時間がかなりあっ

たとか。出産などということは予期できな

いものだから妊婦、そして産婦人科医の先

生も大変だと思うけれど生命の誕生という

大事業に関わるのだからやはりもっとス

ピーディーに妊婦を病院に運んでもらうよ

うにしてほしい。又これは私の体験だけれ

ど今回の地震で水が出なくなった。人手が

ないため私も9ヵ月の体で給水車のところに

並んだが結構大変だった。自分でも普通に

出産できたのが不思議だが産婦人科にもか

ならずくみおきをしておくべきだと思っ

た。その点私が出産した医院はくみおきの

水があるということで心配はなかったが。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月5日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

やはり自分の体より子供の事を考えてし

まう。お腹の中にいると目で見えない分だ

けすごく不安になるのですぐ検診してもら

え安心できることが一番だと思う。先生、

看護婦さんもイライラしているときだが安

心できる一言があればもっといいと思う。

援助ではこなミルク 紙おむつも必要だが

あたためなくていいピンやレトルトの離乳

食なども用意してあったほうが時期が夏な
ら乳児用のジュースなども。あとおふろに

はいれないので清浄綿、おしりふき、肌

着。避難する場所に2、3人の保健婦さん

も。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 2月6日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

精神的ダメージによって胎児に影響がない

かどうかなど不安になるので検診を受けて

安心したいしかかっている病院が今までと

同じように機能しているのかどうかもはや

く情報として知りたい。
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被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月6日 妊娠週数： 37週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

•水の確保
・食料の確保

•新生児室の安全性

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月6日 妊娠週数： 37週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

・救急病院など緊急時対応可能な病院の
PR。

．援助としては粉ミルク、紙おむつ。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 2月6日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

私はマンションに住んでいて、 2人目の

出産だったので 友人たちにたすけれられ

今回の地震で苦労したということはあまり

なかったが、もし、 1人目の出産であった
なら、このように落ちついてはいれなかっ

たと思う。もっと 近所づきあいも 若い

夫婦ほどするべきだと思う。 （共働きな

どでつきあいがなければ非常時に 妊婦

であることがわからない）母子手帳だけで

なく、妊婦シール、妊婦バッチなどを配布

してすぐに妊婦であることがわかるよ

うにするべきだと思う。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 2月7日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

妊婦といっても普通の生活をしている人

がほとんどだと同うので 特別にこうして

ほしいということはない。皆、平等でいい

のでは…

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 2月8日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

地震の後2-3日して検診にいったらすご
くたくさんの患者さんでした。スタッフの

かたもてんてこまいでした。そういうとき

にすぐにスタッフがそろえられるような態

勢ができればと思います



被災時住所：神戸市北区 経産婦

出産日： 2月8日 妊娠週数： 38週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

やはり弱い立場（肉体的に）なので優先

して対応して欲しい。具体的には被災した

妊婦を無料で入院させ検診様子をみるなど

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 2月 8日 妊娠週数： 37週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

入院中夜間、助産婦さん等の人数が少な

いのが不安だった。

被災時住所：神戸市北区 経産婦

出産日： 2月 8日 妊娠週数： 38週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

避難所における生活が妊産婦に心身共に

負担をかけないようにするための配慮が必

要だと思う。異常がなくても病院で受け入

れてもらったり安全な所まで搬送してもら

えば異常出産を防げると思う。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月9日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

妊産婦や乳児専門の最低限の設備の整っ

た避難所の確保、非常事態が長引いてくる

とおなかの大きな人にたいしてのいたわり

等関係なくなってしまう。又子供の泣き声

などに気を使って小さくなっているのはか

わいそうすぎる。何が起ころうと私が守る

んだという母としての自覚をもたせてくれ

るような子育て経験のあるお母さんの話を

聞ける場があれば母親教室の様なものも大

事だがおばあちゃんの話の様なもの出産前

というのはとにかく回りに大事にされて具

体的な母の自覚というようなものはありま

せんでした。産まれてひがたつうちにこの

子には私しかいないんだと思ったけどもっ

といぜんからこの様な自覚が必要な気がす

る。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 2月10日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

妊産婦だけに限らず他の方も、安心して

手当てをしていただける場所があえばよい

と思いますが・・・
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被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月12日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

・救急車が呼べれるように電話回線の確保

（別の番号をもうける）ーとても不安。電話

が通じない

・どこの病院だと診察してもらえるのか情

報の提供を早くー自分が診てもらっている

病院も機能しているかどうかわからな

かった。電話が通じず陣痛開始したら

どうしよう。どこへ行けば••と思った
・後で妊婦仲間からきくとみんなかなりお

腹が張り食欲不振、不眠になったと思う

妊婦はどのような状態になりやすいのか

情報提供。ラジオ等でしてほしいー早く。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月12日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

通常に比べて、妊産婦は少しのことでも

影響をうけやすいものだと思います。だか

ら、かかりつけの病院でなくても異常がお

きた時は、いつでも受け入れてくれる態勢

であって欲しい。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月13日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

出産がちょうどいっしょのときはお金の

都合がどうしてもつかない人は1時的に社会
が立て替えしてくれるなどあったらいいと

思う。 ・

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月14日妊娠週数： 40週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

水が大事だと思います。私は出産前だっ

たので赤ちゃんのお風呂とかミルクの水な

どが必要なかったのでよかったですがそれ

でも地震の当日は赤ちゃんの動きが活発に

なり夜には陣痛かと思ったほどお腹が痛く

なり、私自身気が張っていたので幸い次の

日にお風呂に入れて気分が落ちつきまし

た。水の確保が大切だと思います。あと

電気ですね。とりあえず水と電気があれば

少しはしのげると思います。



被災時住所：神戸市北区 経産婦

出産日： 2月14日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

私は被害の少ない所でしたがそれでも

日々の生活の買い物さえ大変でエレベー

ターのとまってしまったマンションではほ

とんどとじこもりっぱなしでした。近くに

実家があり友達もたくさんいたのでずいぶ

ん心身両面で助けられました。妊娠時は特

に精神的に不安定なので直後からの心のケ

アが大切かと思います。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 2月16日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

生活保護をうけていても近い病院で診察

を受けれるようにしてほしい。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月16日妊娠週数： 38週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

今回、私自身は恵まれた状況でしたが、

混乱の中にあっても医療がうけられる病院

をスピーカーなどで知らせていくのが良い

のではないかと思います。一度そこに行け

ば、いっぱいであっても何らかの指示をし

て下さることをのぞみます。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月17日妊娠週数： 40週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

•水、ガス、電気などのライフラインの供
給（比較的被害の少なかった北区のなか

でも水の復旧が一番遅かったので主人一

人では間に合わず寒いなか大きなお腹で

何時間も何回も給水車に並びました）

・病院の受け入れ体制の広報（電話がかか

らない場合が多く受け入れてもらえるの

かが不安）

・食料（カップめんやハム等しか手に入ら

ず栄養面の問題）

・交通（道路が混雑しているので陣痛がき

てから病院へすっと行けるのかが不安

だったので）

・産婦に対しては赤ちゃんのミルク、 おし

め、 うぶ湯、布団、食料、育児指導等。
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被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 2月17日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

医療一具合が悪くない場合でも、検診と

いう形で病院にかかれる様にしてほしい。

援助一体を休める場所を確保してほしい。

子供が生まれたらどうなるのだろうという

不安があるので、おしめ、ミルク子供の安

全等準備して不安をとりのぞいてほしい。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月18日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

書かなくてもどこの病院でもされてると

思いますが、不安でしかたない妊産婦を軽

くなっとくさせるのではなくその人が本当

に不安が安心にかわるように接してほし

い。災害の時大変な事はわかるけれど。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月18日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

体調に変化がないか検診をしてほしい。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 2月19日妊娠週数： 週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

私の場合はお産する病院はだいじょうぶ

だったので安心でしたがもし病院などがつ

ぶれていたりすると不安なのですぐお産で

きる病院などテレピなので情報をおしえて

ほしいです。 ・(1カ月ごに出産をひかえて

いたので）あとはほにゅうびん、ちくびな

ど薬局にいってもうりきれていて（あわて

て皆が買ったため）こまりました。ほんと

うに被害がすごかった長田、西宮、東なだ

などはひなん場所でもらえたようですが私

たちのように北区ではんばの被害のところ

では自分でさがしてかうしかありません。

友達など（西宮などの）の話をきくと被さ

いちはほにゅうびん、ちくび、おむつなど

ありあまっておりつかいすてのようにほ

にゅうびん、ちくびなど使っていたそうで

す。私たちは大きなお腹をかかえて自分の

足でおむつなどかいにいき（かさばるので

たいへんでした。数をかえなくて）ぎょう

れつしてやっとかえて・・・食料もおもう

ようにかえずほんとうに平等に物がいくよ

うにしてほしかったっです。



被災時住所：神戸市北区 経産婦

出産日： 2月19日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：小野市

・飲料水の確保

・食料品の調達

・衣料品の備蓄

・母子共の避難場所の確保

被災時住所：神戸市北区 経産婦

出産日： 2月20日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

通院先の情報の連絡やもし、その病院が

不可ということになれば替わりの病院の紹

介。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月20日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

・病室 食料、水等のの確保

・トイレ、シャワー等の生活用水の確保

被災時住所：神戸市北区 経産婦

出産日： 2月20日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

院長先生の方から、直接にお電話をいた

だき、とても安心し、出産の心配がすっか

りなくなりました。あたたかい言葉とどん

な状態でも産める病院があるということだ

けでいいです。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 2月20日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

交通状況が悪くなるため、いざという時

の緊急処置、安心感を与えて欲しい。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 2月21日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

優先的に対処していただきたいです。

（今回同様）私の場合はなにも影響がなく

援助のお世話はしていただくこともなかっ

たのですがニュースや新聞で心暖まる記事

を見て読みました。先生方はねるひまもお

しみ対処されていました。本当にご苦労さ

までしたとともにありがとうございまし

た。
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被災時住所：神戸市北区 初産婦

出産日： 2月22日妊娠週数： 37週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

栄養的に偏った食事になるので妊娠中毒

症等弊害がおきやすくなるとおもうのでバ

ランスのとれた食事がとれるようにしてほ

しい。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月22日妊娠週数： 39週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

まだ生まれていなくてよかった。地震の

時生まれていて実家に帰っていたらたんす

やいっぱいたおれたので。そう思うとラッ

キーでしかない。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月22日妊娠週数： 38週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

精神的に不安定になったり、無気力に

なった人が多かったので、カウンセリング

など、もし可能なら 精神的なバックアッ

プをして欲しい。赤ちゃんの衛生状態（沐

浴や、ほ乳びんの消毒等）を保てる様 赤

ちゃんのいる家には特別な配慮があればい

いと思う。（水やガスの確保）

被災時住所：神戸市北区 初産婦

出産日： 2月23日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

・非常時には対応できる産院や病院をすぐ

に二・ュースで知らせて欲しい（対応不可

のところも知らせて欲しい）

•最悪の場合は自宅で出産できるような助
産婦の派遣等も考慮してほしい（非常時

には病院に行くまでの交通の混乱等があ

るので）

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月23日妊娠週数： 41週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

交通網のマヒで、新しく病院を、さがさ

なくてはならなくなった。母子手帳に、乳

児検診や予防接種をしてくれる医院は、

のっている。このように、産婦人科の一覧

表などものせておくと、今回のような時

役に立つのではないかと思われた。



被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 2月24日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

・病院へいっても処置をしてもらえるかど

うかわからないので不安になる。出産の

ばあいうけいれてもらえるかどうか情報

がほしい。

•水等重いものが運べないのでそのような

援助がほしい。

・物資が少ないとき赤ちゃんのものなど手

に入りにくい。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 2月24日妊娠週数： 38週鉗子分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

優先的に医療が受けられるようにしてほ

しいです。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月25日妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

精神面でのケアを一番に希望する。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 2月25日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

出産が、出来るかどうか、妊婦検診をし

てもらえるかどうかが、一番気になりまし

たので、やはり、非常事態の際、病院が、

受け入れてくれることを希望します。も

し、病院の被害が大きい場合、病院の方

で、信頼できる医療機関を紹介して頂きた

いと思います。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 2月25日妊娠週数： 29週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

00病院の様な高度医療を持った病院を
もっと増やしてほしい。
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被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 2月26日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

私自身、地震後すごくお腹がはったりそ

のとき9ヵ月だったこともあってこんなとき
にもし陣痛が始まったらちゃんと出産がで

きるのであろうか？ということが一番気が

がりでした どんな事態でも診察や分娩が

できるようにしてほしい。あと、電話がつ

かえなかったり道路にも被害がでたときど

のように病院に連絡しればいいのかと不安

になったのでそういう面でもすぐ対処でき

るようにしてほしいと思いました。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 2月26日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

妊婦さんにとっては大火災や風水害なっ

たら病院にもいくのもとおくなるしそない

なったら妊婦さんは病院がこわれたらみて

もらえるところもさがさないえないからた

いへんです。医療もおおなっていなければ

妊婦さんもたいへん。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月26日妊娠週数： 41週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

災害時には、交通機関がストップしてし

まい、車での移動も困難になるので、各地

区（徒歩で行ける＜らいの範囲内）に臨時

医療の場所をつくってほしいです。

（阪神大震災の時、病院が無事なことは確

認できたけど、．そこまでたどりつけるかど

うか不安でした。）

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月26日妊娠週数： 41週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

スムーズな対応をして頂きたい。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 2月27日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

妊娠しているときというのは普通の生活

をしている場合でも精神的に不安定なもの

です。特にこういう災害の場合はもっと

もっとひどくなると思います。かみおむつ

やミルクの配給はもちろんのことだけれど

心のケアについても考えてほしいです。



被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 3月 1日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

まず食事だと思います。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 3月1日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

一番心配だったのは、やはり健診が出来

ないのが、こわかったです。丁度、健診

が、 2週間に一度の割り合いで行かないと

ダメなのに、行けないという事が、ストレ

スになしました。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 3月 1日 妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

私自身は自宅が一部損壊でも住むには不

自由ない状態でしたので幸運でしたが、被

害の大きかった地域では、避難所で、母乳

も出ず、お湯もないのでミルクもよく溶け

ず、冷たいままあげざるを得ないつらい思

いをされたお母さんが多かったと聞きま

す。大人の食事を用意すると同じに、ミル

クや離乳食もお湯も、きちんとすぐ手に入

る状態でいられるよう、援助をできる準備

をしておかなければと思います。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 3月 3日 妊娠週数： 35週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

・突然の出産にそなえて道路（交通）状況

などの確保をお願いしたい。

・乳児用のミルク、水、紙おむつの援助。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 3月 4日 妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

地震のあった時早産予防の為、産院に入

院していたが、飲み物や、食べ物が思うよ

うにあたらず困ったので、もう少し、非常

時の食事など、注意してほしい。
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被災時住所：神戸市北区 経産婦

出産日： 3月 6日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

・テレピかラジオ等で病院開業状況をして

ほしかった。電話も通じないしとにかく1
週遅らせて検診にいったものの分娩はみ

られないとのことで紹介状をその時も

らったので。

・地震ごは地震で逃げまどう夢などいろい

ろなやまされたので検診のときにでも産

科とは別に精神面でのケアのシステムが

あったらよかったと思う。

被災時住所：神戸市北区 経産婦

出産日： 3月 6日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

おしめ、ミルクや湯冷まし、入浴体制な

ど新生児の為の援助など。あと妊婦の相談

室みたいなもの。 （地震の際にタンスが腹

におちてきてとか色々不安や心配にこたえ

る）

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 3月 7日 妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

非常事態に限らず、妊産婦は、いろいろ

な事で不安になり、悩み事をかかえている

ので、 24時間体制で良きアドバイスをして

頂き、又、同じ様な不安や悩みを持ってい

る人達が集まれる場所等を提供して頂けた

らと思います。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 3月 8日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

：もしも通院中の病院が被害などを受けた

場合他の病院へのひきつぎを正確にして

ほしいです。

：今回の地震で00クリニックのエアロピ
クスの先生が被害をうけられレッスンを

1日おやすみされましたがその案内に院
長先生みずから電話をして下さり「大丈

夫でしたか」と聞かれたと きはうれし

かったです。自分から電話をして不安を

とりのぞくよりとても心強かったです。



被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 3月8日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

大震災の後ちゃんと産めるかと不安で夜

も眠れなかったので、いざというときどこ

の病院でもすぐに受け入れてもらえるよう

な体制を整えてもらいたいです。どんなと

きでも安心して産めるよう援助をお願いし

ます。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 3月8日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

•水くみや買物の行列を少しでも優遇して
もらいたい。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 3月9日 妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

私自身、地震の時は8ヵ月でそのすぐあと

からお腹のはりがよくあり（特に余震があ

る度に）また。何回目かの少し強い余震の

時に (8ヵ月の4週目ぐらいで）お腹の赤

ちゃんが逆子になったのでこういうときに

私は病院の近くで震災後も家のあたりはそ

れほど被害も少なくて大丈夫だったのです

がいつでも連絡のとりやすい様になったら

いいと思います。 （家の電話はすぐ混線し

たので）

被災時住所：神戸市北区 初産婦

出産日： 3月10日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

地震後は不安でピクピクして私の家は新

築だったので被害はなかったけどこわくて

検診にいったときはもうこのままずっとう

まれるまで病院にいたいと思いました。
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被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 3月10日妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

妊婦の時は、とにかく、おなかの子供の

事が心配なので、 （ショックや動よう、

又、無理な動き等で、子供に異常がない

か、又、妊娠後期の妊娠中毒症にならない

か。）早朝のカウンセリングや、診療体制

をとってもらえればと思います。今回の地

震で、私自身、交通手段がなくなったり、

子供用品店がなくなったり、あっても援助

物資で出してしまいましたといわれたりし

て、新生児の物がそろえられなかったりし

ました。乳児、新生児の物資確保や、援助

を、希望します。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 3月11日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

災害時の注意報もしくは避難勧告が出さ

れた場合各市町村の病院へ避難できれば体

調に異変がおこってもすぐ診察してもらえ

るので安心だろうなあと思いますが．．．

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 3月12日妊娠週数： 39週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

心の不安が妊産婦に対して、悪い影響を

与えると思います。よって、設備・物資だ

けでなく、心のケアも大切だと思います。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 3月13日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

・少しでも身体に異常を感じたらすぐ診察

してもらえる救急医療（産科）施設が

あってほしい。

・電話などで質問をうけてくれて緊急を要

する際、すぐみてもらえる病院を紹介し

てほしい。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 3月13日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

早急に医師の派遣をしてほしい。



被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 3月14日妊娠週数： 35週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

もしもまた震災や水害などで道がなく

なったりしてもヘリコプターなど使って妊

婦のかたをたすけてほしいです。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 3月15日妊娠週数： 33週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

まず精神的に安心させてくれること。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 3月15日妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

どうしても 電車・バスに乗車したり、

人の多くいる場所に行った時妊婦に対して

いたわりの気持ちが少ないように思いまし

た。私も妊婦になる前はそうだったと気付

きました。席をゆずってもらった時はとて

も嬉しかったです。アンケートの答えには

なっていないと思いますが私が思ったこと

です。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 3月16日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

人から聞きましたが地震のため今まで

行っていた産婦人科では出産できず他医院

を探したときある総合病院に診察及び出産

を頼んだら電話でことわられたとききまし

た。このようなときに電話で断わるとは失

礼なことだと思います。どこでも最善をつ

くしてほしいと思います。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 3月17日妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：三田市

被害地区の妊産婦を心よくすみやかに受

け入れてくれる病院が大切。母親の大きな

ショックで子供に及ぼすものは多大です。

安心できる場所が大切。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 3月18日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

安心して診察や入院できる医療病院。

近くにあらゆる場所に24時間あってほしい
です。

-60-

被災時住所：神戸市北区 初産婦

出産日： 3月20日妊娠週数： 33週 自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

カウンセラーの派遣など。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 3月21日妊娠週数： 39週 自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

異常が起こった場合、すぐに連絡がとれ

ることが出来、指示を受けることが出来

る。 （電話が混乱していても）

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 3月22日妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

なによりも安心して出産できるよう、い

つどのようなとき、場所でも出産できる様

医療、スタッフ、薬品、道具などをスムー

ズに運び出すシステムを作り上げて欲しい

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 3月22日妊娠週数： 34週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

家がなくなった人だけおむつやミルクを

もらっている。主人の会社がつぶれかかっ

て給料が1/3になり、経済的にかなり苦し
くなった。妊産婦平等に扱ってほしい。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 3月23日妊娠週数： 37週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市垂水区

通っていた病院が被害を受けた場合にそ

れにかわる信頼できる病院を紹介してもら

いたい。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 3月23日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

非常時に気がねなく医院で診察がうけれ

るとよいと思います。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 3月26日妊娠週数： 40週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市西区

何かおこってもすぐに検診してくれると

ころを前もって教えていて欲しい。



被災時住所：神戸市北区 初産婦

出産日： 3月26日妊娠週数： 38週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

診察時間など関係なく、しばらくは、 24
時間いつでも診察してほしい。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 3月29日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

・検診の回数をふやす。

・ミルク、おむつの確保。

被災時住所：神戸市北区 経産婦

出産日： 3月29日妊娠週数： 40週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

・急をようする出産時などに備えてのある

程度の災害にも対応できるような非常用

の電気（電灯）や水などを確保できてい

ればいいと思う。

・近辺だけでなくある程度離れた地域の産

婦人科（特に個人病院）との連携を常に

とれるように普段から情報交換などをし

ておくことなどもよいのでは。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 3月29日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市西区

特に妊産婦に限りませんがコンピュー

ター化の進んだ病院で万ーコンピューター

が使えなくなったさいの対処。大病院の分

業化にともない他の業務については全くわ

からず混乱している。患者がそれ以上に混

乱しないよう誘導できるなど訓練する必要

性があるのではないでしょうか。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 3月30日妊娠週数： 40週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

妊娠中は病気でないにしろ精神面が多く

かかわってくるので検診日でなくても無料

検診などを実施していただいて安心できる

対応を望みます。私の場合たまたま震災2

日後が検診日だったのでよかったのですが

それが半月、 1ヵ月先だったとしたら不安だ
しまた自費でとなると経済的にも大変なの

で。
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被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 3月30日妊娠週数： 37週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

安心して診察してもらえる病院の手はい

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 3月31日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

私の場合、今回の地震後、通院していた

病院に連絡がとれず他の病院に検診をおね

がいしたのですがことわられたので非常事

態の時は診察できる病院は通院者以外をう

けいれてほしいと思います。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 3月31日妊娠週数： 40週 自然分娩

出産病医院の住所：神戸市須磨区

・病院からの電話。

・すぐ入院できるような病院の確保。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 3月31日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：尼崎市

今回の様に交通がマヒした場合などは、

診察時間を延長したり、休日も診察してく

だされば、何時間かかってでも行こうと思

います。

被災時住所：神戸市北区 初産婦

出産日： 4月1日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

病院の安全と交通の方法など、できるだ

け病院をかえずに出産出来るように。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 4月1日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

いつでも受け入れ体制のある病院があれ

ばいいと思う。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 4月1日 妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

自分が通院している病院が火災などの非

常時に病院の安全対策はどれだけできてい

るか、妊婦には全くわからないのでどうい

うふうに安全に心がけてふだんからどんな

ことにきをつけているのかあかればとおも

います。



被災時住所：神戸市北区 経産婦

出産日： 4月2日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

地震で家が半壊になり市に仮設のことを

聞くと妊婦だからといって仮設は入れませ

んといわれ雨の日10ヵ月のおなかで1オ4ヵ
月の子供を抱き必死で不動産やをまわり家

をさがしました。でも今現在でも仮設は

いっぱい空いている。市職員の対応の悪

さ、国の対応の悪さ、仮設の人は医者代も

今年はただでも仮設でない人はだめなどと

いろいろ不公平ばかりあり、自分のことは

自分でと思い希望しても現実にはならない

とあきらめの気持ちだけです。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 4月3日 妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市中央区

非常時の道路を確保してほしい。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 4月3日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

・災害によって身体の状態がどのように変

化するのか。予期することは困難ですし

まして胎児のことは気にかかると思いま

す。できれば迅速に診察していただき精

神的不安を取り除いていた だける医療

体制を整えていただきたいです。

•今回の地震で断水になり入浴できないこ
とも妊婦には苦痛でした。身体を清潔に

保てる設備も考慮していただきたいです

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 4月3日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

すばやく、親切に、妊産婦を安心させる

様な。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 4月4日 妊娠週数： 40週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

電話などの通信を確保して迅速な治療が

受けられる様にして欲しい。
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被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 4月4日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

胎児がよい状態である様に、その方（妊

産婦）の状態にあった診療を適切にしても

らえればよいと思います。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 4月4日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

出産時に地震が来たらどんなるのかと考

え、不安がつのった。電気・水などの重要

さと、陣痛が来た時、交通がストップして

いたらという道路交通状態の良し悪しがす

ごく不安であり大切なことだと思った。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 4月5日 妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

電話が普通になると医療施設の被害状

況、診察が可能かどうかなどの情報がつか

めず大変不安なので、テレビ、ラジオなど

で早朝に細かな情報を流してもらいたい。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 4月5日 妊娠週数： 26週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市中央区

妊婦検診が受けられず、おなかの張り止

めもなく困ったので、保健婦等（相談窓

口）の訪問や、一時的にどこの産婦人科で

も診察して頂けるという非常事態の特別証

の様なものがあれば…と思いました。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 4月7日 妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

診察を受けている病院の被害状況、通常

の診療を受けられるかどうか、緊急の場合

どうしたらいいのか が知りたかった。

早い段階で錮辿に病院側と連絡がとれた

ら、妊婦側も その時点での状態を報告で

きるし その後の対応もわかって安心で

きると思う。出産はまったなし。金銭面の
優遇．援助は必要



被災時住所：神戸市北区 経産婦

出産日： 4月 8日 妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

直後の公的機関での検診などがあれば

…。全半壊だと、医療費免除などがありま

したが、一部損壊だと、それが全くなかっ

たのがちょっとしんどかったです…。一部

損壊といっても、屋根が落ちるし、車はヘ

こむし・・・で経済的負担が大きかったので

す。検診の費用の免除などがあるとたす

かったナと思います。

被災時住所：神戸市北区 初産婦

出産日： 4月11日妊娠週数： 36週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市兵庫区

．妊婦だけとは限らずトイレの設置を早め

にして欲しい。

・医療の情報を早く知りたかった。 （今回

の地震の為病院がこわれている、救急患

者のみ受付等があった）

・地震が冬にあったため避難所にいっても

風邪ひきの方がおりうつるのがこわかっ

たので妊婦の居場所は車内だけと限られ

ていたので各個人に応じた場所が欲し

かった。

被災時住所：神戸市北区 経産婦

出産日： 4月11日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

病院がひどくこむようになるので予約制

などにして待時間を少しでもへらしてほし

し ~o

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 4月11日妊娠週数： 37週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

定期的検診とは別に直後、診察をしてい

ただけたらよいと思います。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 4月11日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

ヘリコプターなどのあらゆる交通手段を

使って被害のない地域の病院へ行けるよう

にして欲しい。
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被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 4月11日妊娠週数： 39週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

病院の状況によって、診察がほしいとき

できなかったので診察するまでけっこうし

んぱいだったので、非常事態にはいつでも

診察ができることがほしいです。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 4月12日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

出産近い場合などは病院に優先で待機で

きるようにしてほしい。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 4月12日妊娠週数： 38週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

出産するまでは安全にしていられるよう

に援助してほしい。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 4月13日妊娠週数： 39週帝王切開

出産病医院の住所：神戸市北区

・ゆっくりと休養できる場所。

・食料の確保。 （精神的ショックが大きい

ため）

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 4月13日妊娠週数： 40週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

•水の確保。
•発電気。

被災時住所： 神戸市北区 経産婦

出産日： 4月14日妊娠週数： 38週自然分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

母子ともに安全確保。

被災時住所： 神戸市北区 初産婦

出産日： 4月16日妊娠週数： 35週吸引分娩

出産病医院の住所：神戸市北区

妊産婦がおちついてゆっくりできる環境

の場所の確保。


